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自然の概要

横浜自然観察の森は，神奈川県南東部，横浜市の南端に位置する．面積は45.3ha

で，三浦半島の先端まで続く広大な緑地の一部である．地形は起伏に富み，標高

50～150mで・ある．

林相は，ヤマザクラ P山nrsdonarium，コナラ Quercusserra臼やミズキ Comus 

controversaなどからなる二次林がほとんどで，一部，タブノキ Perseathunbergiiの

多い二次林，モウソウチク Phy/lostachyspubescensの林があり，スギ Cryptomeria

japonica，ヒノキ Chamaecypa巾 botusaの植林もある．自然観察センタ一周辺に

は，ヤマモモ Mriげca尺1bra，スダジイ Shiirasieboldii.，シャリンパイ Rhaphiolepis

umbel/a白や，トウネズミモチLigust，山mlucidumなどの植栽がある．草地は，ス

スキ Miscanthussinensisやセイタカアワダチソウ Solidagoaltissimaなどの高茎

草本の草原と，踏圧によって裸地化しつつあるイネ科Gramineae草本の低茎草本

の草原である．

水域は，江ノ島付近に流れ込む柏尾川の支流であるいたち川の源流部と，湿地，

谷をせき止めて作った池がある． （文責：藤田薫）
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横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

横浜自然観察の森ゾーニング計画における
“二次林で遷移をとめるゾーン”のうち，

【今後新たに，二次林で遷移をとめるための管理作業が
行なわれることになる区域】の種子槌物

宮本干帆1・篠原由紀子2

はじめに

横浜自然観察の森では， 2001年度より，施控ボランティア（横浜自然観察の森友の

会）らと協働して「生き物のにぎわいのある森づくりJをすすめてゆく取り組みを開

始している 2002年度は，生物多様性の保全を考慮した新たなゾーニング計画が決定

され．横浜自然観察の森の敷地内は， “遷移ゾーン’＼ “二次林で遷移をとめるゾー

ン”． “林縁実験管理ゾーン”の3つにゾーニングされた （藤田， 2002). 

’二次林で遷移をとめるゾーン” は，管理作業という点で見てみると， 【広場や園

路を維持している区場（ピクニック広場，アキアカネの丘．モンキチョウの広場，資材

置き場兼駐車場，各自然観察路ほか）】， 【すで、に雑木林的管理作業が継続的に行わ

れている区域（クヌギの林ほか）】，③【雑木林的管理作業が継続的に行なわれてい

ない区峨】とに分けてみることができる③の区績は，言い方を替えれば． 【今後．

新たに二次林で遷移をとめるための管理作業が行なわれることになる区域】というこ

とになる．

そこで，筆者らは． “二次林で遷移をとめるゾーン”のうち， 【今後新たに．二次

林で遷移をとめるための管理作業が行なわれることになる区峨】の，種子植物および

希少な植物の生育の有無について，現地踏査を行うこととした．それは． 「生き物の

にぎわいのある森づくりJ＇すなわち．生物多様性の保全を第一に考慮した森づくり

に取り組む上で， “二次林で遷移をとめるゾーン”においては特に，林床に成育する

希少な植物を保全することは．重要な課題となると考えられるからである．

1 日本野鳥の会サンクチュアリ室 〒247・0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森
現：〒15ト0061 東京都渋谷広初台 1-47-1 小田急西新宿ビル1F 

Z 横浜自然観察の森友の会 〒247・0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森



なお，ここでいう希少植物とは． 「改訂 ・日本の絶滅のおそれのある野生生物ーレ

ッドデータブックー 植物I（維管東植物） J （環境省I 2000）および『神奈川県レ

ッドデータ生物調査報告書』 （神奈川県レッドデータ生物鯛査団， 1995）の記載に基

づくものである．また，区域の名称は本報告において便宜上つけたものであることを

お断りしておく．

間査地と調査方法

制査地は．図 1に示す【ア】 【イ】 【ウ】の区域である．現地踏査に当って， 【今

後新たに，二次林で遷移をとめるための管理作業が行なわれることになる地域】を．

地形や自然観察路，広場等の位置関係から，さらに小さい区画 （以下．小区画）に分

けることとしたものである．

現地踏査では，希少植物の生育状況の有無を特に留意し，観察できた種子植物を，

筆者らが踏査中に識別できる限り，それらを記録した．踏査中に識別 ・同定ができな

かったものは． 「ホ＊の仲間j と記録した．

現地踏査は， 2003年5月12日（小区画【ア】 ）1 7月12日 （小区画【イ】

の半分） ，1 1月24日 （小区画【ウ】）， 1 2月10日 （小区画【イ】の残り半分）

で，踏査時間は．各自とも午前9時～午後12時である．

間査結果

踏査の結果．種名を同定できたものが76科 19 5種，種名の同定までできず「＊

＊の仲間』と記載したものが10科10種（＋α）であり．針76科205種（＋α）

の種子植物の生育が確認できた．そのうち，希少な種子植物は．1科3種が確認され

た．なお，希少植物の傑集圧による個体数の減少や地域での絶滅が危慎されるため，

ここではその種名および国（環境省） ・神奈川県のレッドデータ ・ランクを明記しな

いこととする．

以上の調査結果をまとめたものが，表1である．

表1は，全調査区域において確認できた種子植物について，標準和名，学名 （分類

)I頂）とともに，草木別，外来種・植栽・逸出などの情報を整理したものである．植栽 ・

逸出については「横浜自然観察の森の植物（1986～1996)J （西川ほかI 1997）を参

照した．

以下に，観察できた植物について補足する．

翻査区岐には．伐採などで林が開かれた後，いち早く生育するカラスザンショウや

アカメガシワ，ミズキ，ヤマグワ等が多く生育しており，また，サクラの仲間も多く

2 



大きなものがみられる．それらが林の樹冠部を形成する高木となっている雑木林に

代表的な木といわれるコナラは多くなく，また同様のクヌギは確認されなかった．横

浜自然観察の森が含まれる地峨の潜在植生とされる照葉樹のスダジイ，タブノキ．シ

ロダモ， イヌツゲなども生育しており，中には大きく生長し樹冠に達するものもある．

また，数年前に手入れされた形跡のあるスギ，ヒノキの人工林もある．落葉広葉樹の

下には，ヤマツツジやウグイスカグラ，ムラサキシキブ，イヌピワ，キブシ，エゴノ

キ等の中低木，フジ，アケビ，キヅタなどツル植物，林床にはキクの仲間やユリの仲

間など多織な植物が見られるが．アズマネザサあるいはアオキが密生して，林床を覆

い尽くしている箇所も少なくない．希少植物は．近年，友の会「野草プロジェクトJ

メンパーらによって保護・育成されている場所だけではなく，それ以外の場所での生

育も確認された．同時に， トウネズミモチやトベラなど，植栽された外来種の実生も

多く見られた．トウネズミモチやトベラ．シャリンパイなどは．横浜自然観察の森の

開園時，あるいはそれ以前に多く植えられ，特にトウネズミモチは大きく育っている．

また，在来種のアラカシ，スダジイ，ウツギなども植栽されている箇所があり，それ

らは植栽されてから数年が経ち．密生状態になっている．今回は銅査対象としなかっ

たが，シダ植物も数種類が生育している．

考察

雑木林で生育する希少な林床植物の生育が確認できたことから，今後，この地域で

“二次林で遷移をとめる”ための管理作業（下草刈りなど）が行われるようになれば．

今回確認できた希少植物が，より多く生育しうる可能性が十分にあると考えられる．

ただし管理作業を実施する際には，親株となる現在生育する株を保護する必要があ

る．

一方で，外来種（主に植栽種）樹木の実生も林内に多く生育している（逸出してい

る）ことも確認できたことから，下草刈りなどの管理作業が行われた後，それらが，

希少種を含む在来種植物の実生の生育を阻害するといったことが生じる可能性も大

いにあると考えられる

“生物多棟性の保全された森”を目指すにあたって，外来種の存在は脅威となるこ

とが懸念されることから，これまでも行われてきてρる外来種の駆除．あるいは在来 ・

希少種保全のための管理作業が，今後も継続して行われることは，よりいっそう重要

になると思われる．

今回の悶査を振り返ると，同定できなかった種子植物があることや．希少植物の生

3 



育の有無について十分に鯛査し尽くしたといえないこと（希少植物は，観察できる期

間が短いものが多く，適切な時期に踏査できなかった小区画があることや，いずれの

小区画も一度しか踏査できていないなど，確認し切れていないことから．）． シダ植

物についてどこにどのような種が生育するか確認できていないこと（シダ植物もその

地域の植生を考えるときに重要な要素であるということから．），さらに， “二次林

で遷移をとめるゾーン”全体を捉えたとき，今回の翻査地（小区画【ア｝【イ】 【ウ】）

以外の場所の植物について鯛査できていない，など．不十分な点があることに気付か

された．“二次林で遷移をとめるゾーン”における雑木林管理作業が開始される前に，

これらを補う調査が行われる必要があると思われる．

謝辞
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横浜自然観察の森ゾーニング計画より

＠！？！森の家口～自然観察センター聞の崖地側
。｛イ｝駐車場兼資材置き場周辺

@ lウ｝ヘイケポタルの湿地周辺（ヘイケポタルの湿地除く）

図 1. 調査地小区画（？）（ィ）（ウ1
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横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

保全計画作成E

－市民のニーズ・その1-

藤田薦1

はじめに

横浜自然観察の森は 2001年に3月に開園 15周年を迎えたこと， 2002年度からの中

期重点事業を『いきもののにぎわいのある森づくりJとしたことなどから，生物多様

性保全に配慮して環境管理の基礎計画を見直すこととした．本報告では，横浜自然観

察の森の将来像，ゾーニンク，管理計画を策定する上で，横浜自然観察の森に対する．

市民のニーズを知るための意見・アイデア収集を行ったので．その結果について報告

する．

間査方法：

意見募集期間 ：2002年9月～2003年2月

自然観察センター内で．「横浜自然観察の森では ・.Jという展示物の中で，記入式

の用紙を置き，『観察の森にはどんな自然があると良いと思われますか？ご意見をおき

かせくださいjというサインを訟置して，来館者からの意見を求めた．この展示では，

観察の森の目的，概要，樹林地の3つのタイプ（照葉樹林，複雑な構造の林，手入れ

した林）とその目的，「いきもののにぎわいJについての説明を，イラスト，写真等と

共に展示した．

集計にあたっては，昨年度『いきもののにぎわいのある森づくりを考える会jで横

浜自然観察の森友の会メンバーより収集した意見も一緒にまとめた．集まった意見を．

1 ）現状維持もしくは自然度をさらにアップさせた方が良い

2）人の利用のために整備した方が良い

3）その他

に分けて集計した．

l 日本野鳥の会サンクチュアリ室 〒247・0013横浜市栄区上郷町1562・1横浜自然観察の森
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聞査結果

この期間に集まった意見は総数88件であった．

観察の森への意見は，以下のようであった（図2) .. 

1 ）現状維持もしくは自然度をさらにアップさせた方が良い ：62件 （70.5%) 

2）人の利用のために整備した方が良い： 16件（18.2%) 

3）その他 ：10件 （11.4%)

以上の集計結果から，観察の森は．人が歩きやすく利用しやすい場所，というより

も，生き物のたくさんいる森であってほしい，というニーズが高いことがわかった．

子供を含む意見の中でも「楽しいけどこわい森J「自然の不思議さ，おどろおどろしい

森」などのような言葉もあり，身近な都市公園緑地，というよりは，豊かな奥深い自

然，というイメージがあることがわかった．

2004年度予定

さらに多くの来館者から意見を得るために，2004年2月からは．展示物を大きくし

ゾーニング案の提案と説明を添えた，「10 0年後の森 どうなってほしい？」という

展示に作り替えた．この展示では， 3種類の異なった色のカードに意見を書き込んで．

張り出してもらう形をとっている.3種類の意見は，その意見が1）人のため （森に

どうなってほしいか）， 2）生き物のため．3）張り出してある意見への反対意見，に

区別し，それぞれに対応する色を決めてある.2004年度は．この展示で，さらに多く

の来園者から意見を求める予定である．

．．現状維持もしくは自然度

をさらにアップさせた方
が良い

回人の利用のために整備し
た方が良い

口その他

図1.市民のニーズ
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横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

林の構成樹種と構造（2)

藤田 薫1・篠原由紀子2

はじめに

生物多犠性の保全のために，横浜自然観察の森では，昨年度より．ゾーニング．管理

計画等の保全計画を．市民と共に作成中である（藤田 2001,2002）.計画が実施段階と

なり．管理の手が入るようになった後には，計画の効果．影響をモニタリングする必

要がある．そこで.2002年度より，林の変化をモニタリングするために．林の構造と

構成種の現状悶査を行っている.2003年度には．主に今後管理される予定の地区での

翻査を中心に行ったので報告する

間査方法

圏内の，二次林で遷移をとめるゾーン（藤田 2002）の，今後管理していく予定の樹

林4ヶ所（タンポポの道 10，へイケポタルの湿地西側斜面，閉じく東側の山側斜面．

自然観察センター横スギ林）で， 10m×20mの範囲内に生えている，2m以上の，高

木になる樹種の樹高を記録した （図1）.また，昨年度に引き続き，遷移ゾーン1ヶ所

（コナラの道 18-19）でも，同様の翻査を行った．調査は，林の薮に入ってもハチの

危険がなく，まだ落葉しないで樹種の同定ができる， 11月下旬～12月初旬に行った．

鯛査結果

1 .種散と密度

10m×20mの範囲内の種数と本数は，遷移ゾーンであるコナラの道 18-19が最も多

く17種． 54本であり．最も少なかったのはへイケボタルの湿地で．東側山側斜面

が7種，西側斜面が26本であった（表1). 

1日本野鳥の会サンクチュアリ室 〒247・0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森

z横浜自然観察の森友の会 〒247-0013横浜市栄区上郷町1562・1横浜自然観察の森

1 3 



表1.種数と密度.1伽1×2白nの範囲内の2m以上の高木になる種の数．

調査地点 種数 本数

タンポポの道10（管理するゾーン） 12 39 

コナラの道18-19（遷移ゾーン） 17 54 

ヘイケボタルの湿地東側山側斜面（管理するゾーン） 7 28 

自然観察センター横スギ林（管理するゾーン） 9 40 

ヘイケボタルの湿地西側斜面（管理するゾーン） 11 26 

2.林の構成種

現在樹冠を成している木について，また．今後林の樹冠を成していく木となる現在

中程度の高さの木， 2～4mの木などについて，翻査地点ごとに，樹種を検討した（表

2. 図2). 

現在樹冠を成している木の樹高は，コナラの道 18-19と自然観察センター横スギ林

では， 16m以上の高い木があったが，その他の地点では，高い木はなかった（図2). 

くタンポポの道10>

数年前まで，ススキなどの草本を刈る管理がされていた地点．樹冠を成しているの

はほとんど落葉樹であるが， 8m  以上のスダジイが3本ある．

＜ヘイケボタルの湿地東側山側斜面＞

最も樹種が少なかった．樹冠を成している木は落葉樹で，低木に常緑が入っている．

＜へイケボタルの湿地西側斜面＞

最も木の密度が低かった地点．東側山側斜面と似た傾向で．樹冠を成している木は

落葉樹で，低木に常緑が入っている．

＜自然観察センター横スギ林〉

スギの植林地であるため，樹冠を成している高い木はスギだけであり，樹種は少な

かった．低木には，落葉樹も常緑樹もあるが，樹冠が暗いため，本数は少なかった．

くコナラの道18-19>

樹種も，密度も最も多かった地点である．高木も低木も，常緑樹と落葉樹の混交林

1 4 



である．低木には．シロダモが多かった.10m以上のスダジイがあり．常緑樹に遷移

させるゾーンとしては．この木を中心に残していけるとょいと思われる．

引用文献

藤田薫 2001，保全計画作成I.横浜自然観察の森悶査報告7: 3-5. 

藤田薫 2002，保全計画作成iIー市民と考えるゾーニング針画の獄みー，横浜自然観

察の森鯛査報告8: 27-34. 

図 1.林の構成樹種鯛査地点
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林の構成樹種（2003.11-12) 表2。
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横浜自然観察の森調査報告9(2003) 

絶滅危慎植物タコノアシの保全生物学的研究

小山内朝香（東京農工大学）

調査場所横浜自然観察の森内トンボ池周辺

調査日平成15年5月～11月

調査開始 H 15年5月～ 次年度継続 終了予定 1 7年

調査目的
タコノアシの生理 ・生態を把握することを目的とし、結果をもとに保全手法を考察
する。

調査方法
植物群落調査：調査地内に 1m×1 mのコドラー卜を 5ヶ所設置し、出現した植物
種の被度および群度 ・植物高を調査する。

成長量調査 ：コドラート内のタコノアシ 10個体につきナンバリングを施し、茎
直径、草丈、葉数を測定する。

光環境調査 ：タコノアシの生育する環境の光環境を把握するため、相対光量子密
度の測定を行う。測定には光量子計MEMORYSENSOR MES-101 (1J＇糸工業社製）を用い
た。

以上の調査を毎月 1回の頻度で行った。

調査結果
植物群落調査：調査区からは、チガヤ、タコノアシ、ヒメガマ、セリ、チョウジタ
デなどの植物が確認された。主にチガヤとチガヤの枯死した植物体が繁茂し優占し
ている状態であった。

成長量調査 ：以下に茎直径と草丈の成長を表すグラフを示す。なお、他の調査地
における本種の成長量を測定し生育状態を比較した。＊ (yokohama ：横浜自然観察
の森、 kasioriver ：柏尾川）
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丈ともに、本調査地 （横浜自然観察の森）よりも、他調査地における個体の方が生
育状態が良好であることがわかる。これは、本種の成長に影響を及ぼす何らかの環
境要因が関連しているものと思われる。

光環境調査 ：相対光量子密度は6～9月にかけて測定した。値は50%前後を示
し、 ぽぼ一定であった。本種は比較的、疎で明るい環境を好むものと思われる。

横浜自然観察の森調査報告9( 2003) 

外来植栽木調査

藤田 薫 （日本野鳥の会サンクチユアリ室）・篠原由紀子 （横浜自然観察の森友の会）

調査場所圏内全域

調査日 通年

調査開始 2003年 次年度継続

調査目的

自然植生の生物多様性保全のために、外来の樹種を自然植生の樹種に替えたり、
その場所に現在は必要のない生け垣などは除去するなとの計画を策定するため、ま
ず、 植栽木の樹種のリストアップを行った。

調査方法

過去の調査報告書、 論文等の文献、植栽の記録、ボランディアによる外来種除去
作業の際の地図記録などから、植栽された樹種をリストアップした。また、 リスト
の樹木が現在もあるかどうか、結実が確認されているかどうかについて、横浜自然
観察の森友の会野草の調査と保護プロシ・ェク卜の調査時のデータから記録した。

調査結果

文献などからは、99種の樹木が植樹されている記録があった （表1 ）。 生
垣、並木、林等として 1箇所に多数植えられた樹木が54種、単独で受けられた4
5種が種であった。また、常緑樹は38種、落葉樹は57種であった。結実が確認
されており、 種子が散布されて自然林の中で増える可能性があるのが76種、現在
のところ結実しないのが確認されているのが9種であった。今後、現地調査を行
い、 これらの分布を記録する予定である。
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表 1.植栽木リスト

1 .林・ 生垣 ・並木等1置所に多数植えられているもの
No I 種名 常練・落葉高木・低木結実の有無・

1 区主主之ー一一一一＿1#.狩一一－~3'－皇室略章一
21アキニレ 落葉 高木 結実確認
3jZ}歪ζ二二豆長主騒二Jtti::二主要望認－
41アラカシ 一一－－－！捷一＿_j高在一一錆尾崎
5 1.:f...i.担一一一一一一__Ji瑛一一~主一一壬埋磁認－
61主オパグミ 常緑一一一jtt本孟二三福豆確認二一
71オオパヤシャブシ 蓮華一~草木 結実確認

B l .主主会主主主一一一~間一一｛！ －一一一一一－91オオヤマザクラ 落葉 ー高木 績塞聾盆
101オカメザサ

j；医2窒笠主二竺雲芝竺ゴ5奈一去雲詰護二
131力ラ夕チ 一一j客 一一一底＝ 結実確認

1~1IBムi二二去変三ヨF長ヨ望註杢’
l~j:%j主二一一；会で－一ゴ雲欝づ
！：室ニ一一豆£三宝E与雲霊是｜ 
201:主主ン力 一J.ft一一一J賓一一一一鐘室量曹
211:サツキ －一一5ド常緑 低木
22［サトザクラ __=:i~量一一貫主一一－－＇~ーl

－ 23tサンゴジュ 常 一一一貫主一一益実確位1
241シャリンパイ 一一貫 」」E杢土：~主島空擢·~」
251シラカシ 常 L R町 詰磁詔1
261~スギ ー~金二二二重宝二二重重詰I乞1
27、ノメイヨシノ 落葉 高木 結実確認｜
281ダイオウグミ ；冨葉一一一低長一 二盤5憲E童m_I
~~I~ヤノキ －~！唾一____Jtt~強認－01ツツジ園芸種 半”穐一一_itt木
31‘yパキ 落葉一一_J貫主一一一績割奮起一
32住2.!Lンツツジ ー」苦実一一一低本一一 実磁認

j続三千ζ藍顎~！罷
！？設長一一二重委ニョ；r'L＝＝.＝＝＿：上
粧鎧立て：~＇壁二五~雪量i
4U一一丘三こと三一一一＿＿_j各来一一ー－’ t 結実催脇
41ヒイ三杢一一一一 一一種級二三：刀I高禾一一 茶確認「
42辰五三ギナ汗戸 時 二二二五E二豆費量忠一
43ビヨウヤナギ 一一一一生常住＿ _jtt主 ＿ _j 確認」
44三手ガク ー一一翠英一＿_J~京一一一表確認ー
4513'.l.!'..立心主 一一一一」落葉一＿ _jff:〕ーー一員寒殖習L
46ミ0.. :L ＿＿一一一一五茎一一五杢一一一益塞彊盟－
471ミヤコザサ

48巨互主一一一一一~穣J二二軍L＿ 一一一一一
91ムベ 常緑 つる） ＊舌実確認

~01立主主L一一一室長三二亘亙：~二孟頭宣亙
511モウソウチク

521主主主主Z主 一一豆実一一低た 士有三
531主百主一一一一一一月緑一＿__j粛正長 盃美憶え
541ユキヤナギ 落葉 ｛正木 結実確認

2 3 



2. 1：本ずつ，合計多くても数本，植えられているもの
No I 積名 常練・落葉高木低木結実の弔

11士三之主一一一一一一一j吾妻一一一」~_21;:＿＿一鐘実堕

51ゴヌコリヤナギ 」苦葉一一_J時 一一_j 理
B l竺三一一一一一一一_j~蓑」主査主ご直主j責実確
7 12~モドキ 若葉一一一抵＊－－鐘
Blウンリュウヤナギ J務一一一一貫生一一一」
9住と三三一一一一一一蓮華一一~高木 結実確
101オオデマリ一一一一斉一一止高木～高主－－－
11恒三Zι三一一一一＿_j"J葉一一二~＊~一一績割
1 21 tJ ＿.：！＇~＿'T＿一一一一」電重一一一貫主一一倍劃確
131n之レミノ 一貫積一」畳一：：：－：宮週三益宗確

~~，£~~ーす上二支社二二五議
1slTI乙一一一一一二哲 二二二草玄二二極論

21[B キ J雄二二ヨ：竜王二コ縁語

38住土台ハギ 」落葉一一一」 生L ... J吉寒確
認恒三fi~一一__l~えー一一＿｛~f_J鵡

431士三斗主一一一一一一一斉蔑ー一一一低主一一一」障害騨
441ヤマボウシ 蓮実一一一一斉主一_j吉
451 リヨウプ 落葉 小高木申告
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横浜自然観察の森調査報告9(2003) ．， 

調査名 シジュウカラに食べられた種子調査

調査者名（所属） 高橋 剛・高橋 睦（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 観察センタ一周辺とコナラの道沿いに掛けてある巣箱

調査日 2003年 2月23日～

調査開始 2002年 次年度継続 終了予定

調査目的
シジュウカラが被食型散布する植物を明らかにする。

調査方法

2月23日・巣箱をねぐらに使っていたシジュウカラのフンをスプーンで採集した。
No.1～24 ( 1.3.5.6.7.8.10.11.16.23.24のみシジュウカラと思われるフン採集）

3月2日・巣箱をねぐらに使っていたシジュウカラのフンをスプーンで採集した。
肋.31～39（シジュウカラと思われるフン採集）

10月26日・乾燥させたフンをNo.毎に計量した。

No. 重量（g) No. 霊量（g) No. 重量（g) No. 重量（g)

15.9 10 9.9 30 13.3 37 10.5 
3 19.4 11 5.1 31 12.8 38 16.7 
5 10.7 16 11. 7 32 26.8 39 4.4 
6 10.0 23 10.6 33 17.1 
7 16.1 24 0.9 34 9.1 
8 1.9 36 8.6 

．フンの水洗い作業 No.1.3.5.6.7.8.11.24 
フンを茶こしに入れ流水で洗い、ろ紙でこして種子などを取り出し、乾燥させる作業。

2004年

2月22日・フンの水洗い作業 No.10.16.23.30.31.32
29日．フンの水洗い作業 No.33.34

未実施36.37.38.39
乾燥後に、 No.毎に計量し、種子の種類の同定作業を行う。

2 5 



横浜自然観察の森調査報告9( 2003) 

シラン株数におよぽす除草の効果

藤田 薫（日本野鳥の会サンクチユアリ室）

篠原由紀子 ・松田久司 （横浜自然観察の森友の会）

調査場所 ウグイスの道5付近の湿地

調査日 2003年6月4日

調査開始 1999年

調査目的

次年度継続

希少種シランの自生地保全のため、実験的に除草 （夏刈り、冬刈り ）を行い、 効
果を調査する。夏刈り区は除草後1年目である2001年には株数が増加していた （調
査報告書2001年度版）が、 2年目である2002年には株数の増加がほとんどなかった
（調査報告書2002年度版）ため、夏メIJり区は、除草後1年目には効果があり、その
後株数は頭打ちになり、除草の効果はあまりないことが示唆された。そこで、 2003
年度は、冬刈りにおいても同様の結果が得られるかどうかを明らかにすることを目
的とした。

調査方法

シラン自生地に、 50cm×50cmのコドラー卜96個を設置し、そのうちの24個を夏だ
け除草し（以降、夏刈り区） 、24個を冬だけ除草し （冬刈り区）、24個を夏と冬に
除草 し（夏冬メIJり区）、 残りの24個は対照区として放置した。毎年5月末？ 6月初
めに、各々のコドラートでシランの株数を数え、 コドラートごとの株数の増減を調
査した。

集計にあたっては、夏刈り区と冬刈り区、対照区のみを対象とし、除草後の株数
の変化を図示した。夏冬刈り区を集計から省いた理由は、このコ ドラー 卜では、冬
刈りを始める前に夏刈りを2年続けているため、今回の集計方法では、除草後1年
目には、夏刈りの効果が株数に影響してしまう可能性があるからである。

なお、夏の除草、冬の除草は、1年だけではなく、毎年続けている。

調査結果

除草開始前の初年度には、夏刈り区・冬刈り区 ・対象区とも、株数の平均は約15
株であった（図 1）。対照区では、株数の年変化はあまりなかった。夏刈り区で
は、除草後1年目で最も株数が増えており、その後はあまり増えていなかった。冬
刈り区でも同様に、除草後 1年自に株数が増えているか、夏刈り区ほどではなかっ
た。除草後2年目には、逆に株数の平均は減っていた。

これらの結果から、シランの株数を増やすことにとって、夏刈りが冬刈りよりも
効果があること、但し、除草後 1年自の効果が大き く、 その後はあま り株数は増え
ないことがわかったO

2 6 
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図1. 除草後のシラン株数の年変化

横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

調査名

調査場所

調査目 I0 J=f I b 8 I 7 8 c)_ 7同
調査開始200J年 ／0 ・ 次年度

調査結果

J.8 II 日 d.~a ;d.門知 r).f色
終了 ・ 終了予定hヂ年

μ昨年刈斤＇~－－－ 1.＇ ‘ 義援！杓付先苓萎号、 、~Jd.S殺
t沈契iLf工
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横浜自然観察の森調査報告書 9(2003)

調査名：野草プロジェクトが除去した植物

調査者：〔横浜自然観察の森友の会野草PJ〕伊津嘉奥子・金井洋子・高原弘子・畑史子
八回文平・林由紀子・松田博明・丸田桂子・山路智恵子－山本久子・横溝八千代
篠原由紀子（まとめ）

調査場所：横浜自然観察の森圏内

調査日2003年4月1日～2004年3月31日

調査開始 2002年 次年度継続0・ 終了予定 年

調査目的 ：圏内で見つけて除去した園芸種植物の記録を残す．

調査方法：除去した時，花暦に記録した

調査結果：

場所種名

① スズラン
① ツワブキ
①オニユリ
① シラー
① ハナニラ
① フリージア
① メキシコマンネングサ
① ホソパオオアマナ
① グミ（ツルグミ以外）
① キショウフ、
① ユキヤナギ
① ミヤコワスレ

除去した月

4月
4月
4月
4月
4月
4月
4月
5月
5月
5月
5月
5月

場所種名

2 8 

① カクトラノオ
① シンテッポウユリ
①ハマギク
① キクタニギク
②アレチヌスピ、トハギ
③オオブタクサ
④キダチコンギク
⑤ワルナスビ

除去した月

8月
8月
11月
12月
9月
8月
9月，10月
6月、 7月



横浜自然観察の森調査報告書 9(2003) 

調査名：ヤブカラシの発芽実験

調査者：篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

調査場所：圏内

調査日：2003年8月8日， 10月24日

調査開始 2003年 ． 次年度継続 ． 終了予定 2004年

調査目的：ヤブカラシは本当に根の切れ端から発芽するのかを確認する。
圏内にある実のなるヤブカラシの実は発芽するのか確認する。

調査方法： 8月に草刈したヤフ、カラシの根の切れ端を3種類に分けて植木鉢に埋めて
水やりをしながら経過を観察している。
10月にヤプ、力ラJシの実を採取して植木鉢に埋めて水やりをしながら経過を
観察している。

横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

月別鳥類出現記録調査

渡護初恵（日本野鳥の会サンクチュアリ室）まとめ

調査場所圏内全域

調査臼 通年

調査開始 1986年 ． 次年度継続

調査目的

環境変化の指標として、鳥相をモニタリングするには、月2回のラインセンサス
法だけでは記録できない種があるため、補助調査として行う。また、季節の生物
情報として、一部の情報をカード化し、展示する。

調査方法

来園者、レンジャーなど職員、ボラン子ィアの確認した鳥類の情報を、ぽぼ毎

日収集した。集計に際しては、これらの情報を月別にまとめ、その月の調査B数

あたりの各々の種の出現日数を求め、出現率とした。

雪g鋼jijヲ.！た言L＊ロtコgr:: 

68種が確認された（生物リスト参照）。 19 9 9年度から 2002年度の記
録から、 68種から 78種の間で変動しているようであった。
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横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

巣箱利用状況

藤田旗 （日本野鳥の会サンタチュアリ室）まとめ・篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 力シの森，コナラの道，クヌギの林，自然観察センター～ミズキ5

調査日 2003年4月～6月

調査開始 1991年 ・ 次年度継続

調査目的

環境変化の指標として，巣箱を利用する鳥類の繁殖密度をモニタリングする．

調査方法

週に 1回、巣箱の中を確認し、利用している鳥種を記録した。巣箱は、自然観察
センター～ミズキ5に13個、コナラの道6～11に24個、カシの森に9個、クヌギの
林に4個、合計50個設置した。

巣箱は、力シの森とクヌギの林は利用密度が少ないため（藤田他調査報告書
1999・2000)50m×50mに1個、コナラの道は利用密度が多いため50m×50mに3
個設置した。それ以外の場所は、 50m×50mlこ2個設置した。

調査結果

利用された巣箱は、シジュウカラ19個（昨年は35個、 2002年度調査報告）、 ヤマ
ガラ8個（昨年は6個）、繁殖段階の早い時期に失敗または放棄したために種が確
認で、きなかった種不明が9個であった（表 1、図 1）。シジュウカラによる利用が
昨年に比べ、少なかった。
繁殖成功したつがい数は、シジュウカラ7つがい （昨年21つがし＼）、 ヤマガラ5
つがい （昨年5つがい）であった （表 1）。昨年と比べて、ヤマガラは同数である
が、シジュウカラは昨年の約30%と、大変少なかった。シジュウカラが利用した巣
箱数に対する、繁殖に成功した巣箱の割合も、今年36.8%、昨年60%と、今年は少 ｜
なかった。1991～1996年までの6年分をまとめた結果では約50%であり（藤田
1997）、 今年は例年より低かったことがわかる。
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図1.繁殖場所

表1. 繁殖数

シジュウカラ ヤマガラ 種不明

成功 失敗 成功 失敗 失敗

1回目繁殖 4 9 5 2 4 

2回目繁殖 3 3 。 5 

合計 7 12 5 3 9 

3 1 



横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

鳥類のラインセンサス調査

岡本裕子 （日本野鳥の会サンクチユアリ室）まとめ・ 中里直幹

調査場所 センター→へイケポタルの湿地→コナラの道→力シの森→ミズキの谷
→モンキチョウの広場→センター

調査自 夏期 ・秋期以外 10回

調査開始 1986年 次年度 継続

調査目的

環境の変化を，鳥類を指標としてモニタ

リングする．

調査方法

定量的に s相対的に鳥類数を比較する際

の資料を得るために 3 夏期以外の時期に約 表1.鳥類ラインセンサス調査での出現種

2.3krnのコースで，道の両側50mの範に出 2003年4月ー2004年3月

現する鳥類の種と個体数を記録した． 敏値は月ごとの早絵個体位．
軍各 4月 5月 6月 2月
アオゲラ 1.3 3.5 3.0 
2 アオジ 2.0 0.3 5.8 
3 アカハラ 1.0 0.5 
4 イワッ，tメ 2.0 
5 ｜ウグイス 7.0 7.7 30.0 10.0 

調査結果
6 ｜ウソ 1.8 
7 ヱす芳 3.0 1.3 0.5 1.0 

調査は夏期を除いて10回行った．確認さ
8 l:t"オルリ 1.0 臥7 1.0 
9 カケス 0.3 

れたのは40種であった．月 ごとの平均個体
10 カワセミ 0.3 
11 カワラヒワ 2.0 2.7 0.5 2.3 

数を比較すると，最も多かったのは6月で 12 キジ 1.0 
13 キジバト l.3 2.5 0.5 

あった （表 1) . 14 キビタキ 0.5 
15 キセキレイ 。.3
16 キビタキ 0.3 
17 ｜クロジ 0.5 
18 コゲラ 5.0 4.3 4.0 4.8 
19 コジュケイ 1.0 1.3 3.5 2.3 
20 シジュウカラ 10.0 9.7 15.5 10.3 
21 シメ 5.3 
22 シロハラ 1.8 
23 スズメ 5.0 20.0 16.5 3.5 
24 センダイムシク4 1.0 1.0 0.5 
25 ツグミ 2.3 
26 で＇）1¥;I. 2.5 
27 トビ 1.0 0.5 2.5 
28 J、シブトガラス 3.0 6.0 10.0 3.3 
29 ハシポソガラス 1.0 1.0 
30 ヒメアマツ1＼メ 1.5 
31 ヒヨドリ 12.0 8.0 21.0 3.0 
32 ホオジロ 2.3 2.0 1.5 
33 ホトトギス 0.7 1.0 
34 マヒワ 0.8 
35 ムクドリ 1.0 0.5 0.3 
36 メジロ 18.0 14.0 43.5 7.8 
37 モズ 1.3 
38 ヤブサメ 1.0 1.0 0.5 
39 ヤマガラ 1.0 2.0 0.8 

40 ルリピタキ 0.3 
，、青十 75.0 85.3 166.5 78.0 

lツJ、メ？ 0.3 

合 計 75.0 85.7 166.5 78.0 
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鳥類の冬なわばり数

藤田 薫（日本野鳥の会サンクチュアリ室・横浜自然観察の森）まとめ

調査場所圏内全域

調査日 9月一2月

調査開始 1998年 次年度継続

調査目的

環境の変化を，鳥類を指標としてモニタリングする．

調査方法

秋～冬になわばりを作るモズ－ジョウビタキ・ルリビタキの確認された位置を地
図に記録した．確認は，友の会会員，探鳥会，ラインセンサス，レンジャーからの
情報を元にした．

調査結果

圏内になわばりを作っていたのは，以下の通りであった．

1 .モズ

オス6羽，メス 2羽，性不明2～3羽

2.ジョウビタキ

オス2羽，メス4羽

3.ルリビタキ

オス 1羽，メスもしくはメスタイプのオス 1羽

ルリビタキは一昨年5羽、昨年10羽であり，今年はかなり少なかった
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調査名： PJ-STRIX活動報告（フクロウの調査及び保護活動）

調査者名（所属）:PJ-STRIX 安藤朝巳金津稔漆原弘光
佐々本奈津子鈴木藤子宮本干帆秋元文雄

調査場所：横浜自然観察の森及び円海山緑地

調査日

A
ロ－

h
叶
J

4
H
F
圃

A
H
H

開
一
目

査
一
査

調
一
調

年 次年度継続ム終手 終了予定 年

A.繁殖状況の確認及びパトロール
B.巣箱のメンテナンス
C.巣箱作成
D.夜間調査 夜間の鳴き声を中心とした調査等の実施
E.外部のフクロウ類保護活動への支援

調査方法および結果

A.繁殖状況の確認及びパトロール 03.4-5月 6回実施。
巣箱で3羽の雛が繁殖した事を確認。また、巣立った雛が営巣木周辺の樹上に

とまっているのをE雀2忍。
B.巣箱のメンテナンス 03. 1ト12月 2回実施。不要な巣箱の撤去と新規架設を実
施。
C.巣箱作成 03.8月03.10月 2回実施。巣箱の作成実習を行い、架設の方法等を
参加者に説明した。
D.夜間調査 夜間の鳴き声を中心とした調査等の実施 04.ト3月
円海山緑地全域をラインセンサスまたは定点調査により6回実施。観察の森

圏内で2羽のフクロウの姿を確認した。
E.外部のフクロウ類保護活動への支援
フクロウの巣箱の作成、架設方法について、外部の団1体、1個人に対して

支援を実施した。
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冬季におけるタイワンリスの活動性と気温

山本成三

田村典子（森林総合研究所多摩森林科学園）

2003年4月？ 2004年3月

調査開始 年 ・ 次年度継続 ／終了 終了予定

調査目的

年

タイワンリスは台湾、中国南部、インドシナ半島など亜熱帯・熱帯を原産とするた
め、温帯域に属する日本では冬季の低温が活動に影響することが予想される。実際
に、昨年度の調査で、同一の観察者が同一の場所と方法でセンサスをした場合、冬
季には目撃頻度が下がることが示された。本研究では、今後の分布拡大を予測する
ために、どの程度の低温がタイワンリスの活動性に影響するのかを知ることを目的
とした。

調査方法

昨年同様「観察の森」の林と林縁を含む約2kmのセンサスルート（ルートa）及び、
新し く林内に設置した約2kmのセンサスルート（ルートb）で、タイ ワンリスが活動
する早朝約70分の観察を行った。冬季 12月から 2月の3ヶ月間を解析の期間と
した。センサス開始と終了時間に、携帯した温度計で外気温を記録した。タイワン
リスを目撃した場合、その時間と頭数を記録した。全自筆頭数を 1時間当たりの目
撃頭数に換算し、その日の観察時間における最低温度との相関関係を解析した。ま
た、最低温度5°C以下と以上との間で頭数に違いがあるかどうか、スチユーデントt
検定を行った。

調査結果

3ヶ月間で、合計58日間調査を行った。この期間の最低気温の平均値は5.6。C、
最低0°C、最高14.0。Cであった。一方、 1時間当たりの目撃頭数は平均1.5頭、最小O
頭、最大6.9頭であった。目撃頭数はルートaとbの間で差はなかった（t=1. 75, 
P=0.09）。最低気温と目撃頭数との聞には有意な正の相関が認められ
(Y=0.62+0. 15本X,R2=0.06, p<0.05）、気温が高くなるほど、目撃頭数が増加する傾
向が見られた（図1）。

また、図1より、気温5。C以下では目撃頻度が低い様子が認められたので、5°C
以下と以上に分けて、目撃頭数を検定したところ、有意な差が認められ（t=2.44,
P=0.018）、実際に5°C以下ではタイワンリスの目撃頭数が下がっていることが明ら
かになった。

以上より、タイワンリスは横浜市において、冬季の気温低下によって活動性が低
下していることが示唆された。例数は少ないが、 1。CないしO。Cでは、巣外で活動す
る個体が全く 目撃されなかったことから、 1°C以下の低温が続く地域では、採食な
どの巣外活動が制限され、生息できない可能性がある。
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タイワンリス個体数の変化

14 

岡本裕子 （日本野鳥の会サンクチユアリ室・横浜自然観察の森）まとめ

調査場所 センター→へイケボタルの湿地→コナフの道→力シの森→
ミズキの谷→モンキチョウの広場→センタ－

調査開始 1986年 次年度継続

調査目的
外来種のタイワンリスの増減をモニタリングする．

調査方法
調査は年12回，夏期・秋期を除いて行った （表 1) .約2.3krnのコースで，時速約
2 kmで歩きながら，道の片側25mずつ，合わせて両側50rnの範囲に出現したタイワン
リスの個体数を記録した．集計にあたっては，毎年 2 月ごとの 1kmあたりの出現個
イ本数を求めた．
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2002年と比べてさらに増加して
調査結果
タイワンリスの平均個体数は1kmあたり約3頭，
いた．

表 1.タイワンリス個体数調査実施日
年 月／8

1986 4/16. 4/17. 4/24. 5/1. 5/7. 5/17, 5/28. 617. 6/11. 6/22. 6/27. 

7/9. 7/26. 7/31. 8/11.自／17.8/21. 9/4. 9/18. 10.ゲ15.11/6. 11/15. 

12/6. 12/18. 1乙129

5/17. 6/27. 7/17. 8/23. 9/22. 10/24. 11/27. 12/23 1991 

1/22. 2/23, 3/20. 4/12. 5/3. 617. 8/30, 9127. 10/27. 11/21, 12/23 1992 

1/23. 2/21 1993 

5/15, 6/6. 6/19. 7/31. 10/19. 11/14. 11/30. 12/29 1996 

1/26. 2/4. 2128. 4/9. 4/25. 5/2. 5/29. 6/24. 8/2. 9/30. 12/3 1997 

2/6. 10/ 4, 10/31, 11 /23. 1998 

1/30. 217. 2/13. 2/28. 3/14. 3/28. 4/17. 5/2. 5/30. 6/12. 7/10 

10/11. 11/6 

1999 

1/14. 1/30. 2/13. 2/27. 317. 3/22. 4/7. 4/30. 5/14, 5/21. 6/18, 

7/2. 10/14. 11/12 

2000 

1/24. 1/29. 2/11. 2/28. 3/17, 3/26. 4/12. 5/6. 5/20. 5/27, 6/17, 

7/1. 10/23, 10/29 

2001 

1/13. 1/31, 2/10. 2/24, 3/10. 3/31. 4/14. 4/29. 5/15. 5/29, 6/20. 

6/28. 11120. 12/23 

2002 

1/24. 1/31, 2/25. 3/6. 3/23目 3/304/29. 5/6. 5/19. 5/30. 6/9. 6/26 2003 

~ ム九九、、、~、、、＇ .＇＼ ぷ、~ ~ ~ k、て... ~ ~ ~ て石 、
＼ ヘJ ヘJ 吋叫 V岨

年

4 

。
~ 
＼ 

3 

2 

語
投
函
｝

G
心
必
硲
E

三

タイワンリスの個体数変化図.1 
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調査名 円海山緑地にムササビは生息していた （いる）のか

繁田真由美（神奈川ムササビ調査隊）
調査書名（所属）

早川広美（神奈川ムササビ調査隊）

所

一

場

一
日

査

一
査

調

一
調

横浜自然観察の森に隣接する円海山緑地

A
ロ

ア
勺
J

開

盲

査
一
査

調
一
調

2004年3月25日

2004年3月 ・ 次年度継続

大規模な都市緑地として保全されている円海山緑地は、多摩正
陵の南部に位置している。多摩正陵は八王子市や町田市から三
浦半島北部にかけて南東方向に長く伸びた正陵で、現在確認さ
れているムササビの生息地の南限は町田市である（岡崎ら，
1996）。多摩正陵南部における過去のムササピの生息記録は、
1973年8月に円海山緑地の南方にあたる逗子市神武寺境内にお
いて記録があるだけで（今泉ほか， 1980）、その後、正式な記
録は報告されていない。このようなことから、正陵地として連
続していた時期に円海山緑地でもムササビが生息していた可能
性が考えられるため、この地域において、ムササビが過去また
は現在において生息していた（し1る）かどうかについて情報を
得ることを目的に調査を行った。

ムササビの生息確認には、個体の生体および死体の確認のほか
に、糞による確認方法が知られている（岡崎ら， 1996）。 今回
は昼間樹林内を踏査し、樹洞ができやすくムササビの移動ルー
トとして利用されやすい大径木の根元を中心に、糞による生息
の確認を行った。また、生息情報を得るため地元住民の方への
聞き取りも随時行う。

調査方法

横浜自然観察の森から瀬よ市民の森にかけて、谷筋や枝尾根の
大径木を中心に踏査したが、糞を確認することはできなかっ
た。今後は未調査エリアを踏査するとともに、地元住民の方へ
の聞き取りも随時行う予定である。

引用した本 ・文献 今泉吉典・小林峯生・吉行瑞子・山口佳秀.1980.神奈川県の
小晴乳類相について．神奈川県立博物館研究報告（自然科
学） ' 12 : 53-68. 
岡崎弘幸 ・今西誠 ・重昆達也.1996.東京都におけるムササビ
Petaurista leucogenvsの分布．東京都高尾自然科学博物館研
究報告， 17: 1-24. 

調査結果
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一
名

名

一
書

査
一
査

調
一
調

所

一

一

始

一

的

場
一
日

一
開
一
目

査
一
査
一
査
一
査

調

一
調

一
調

一調

調査方法

調査結果

カヤネズミの生息確認調査

繁田真由美（株式会社野生生物管理）
黒田貴綱（武蔵工業大学環境情報学研究科）

カヤネズミの生息環境となる湿地や草地、ただし水鳥の池保護区上
流部はのぞく

2003年12月18日

2003年・次年度終了

都市緑地として保全されている横浜自然観察の森では、 1995年1月25
日にへイケボタルの湿地においてカヤネズミの球巣が2個確認されて
いる（自然情報データベース）。しかし、その後の生息情報はな
く、 現在も生息しているかどうか不明である。そこで、横浜自然観
察の森内でカヤネズミの生息を確認することを目的に調査を行つ
た。

カヤネズミはイネ科植物が繁茂する草地において、休息や出産・子
育てのために、イネ科植物の生葉を細かく裂き、それを編み込んで
球状の巣（球巣）を作ることが知られている。これらの習性を利用
し、調査地域を踏査し、球巣の発見に努め、カヤネズミの生息を確
認する。

へイケボタルの湿地やゲンジボタルの谷、ウグイスの草地、水鳥の
池保護区下流部などを踏査したが、球巣は確認できなかった。 1995
年に球巣が確認されたへイケボタルの湿地は、いたち川の源流部に

あたる約600m2の小面積の湿地である。ここでは、その後の生息情
報が全くないことや、小面積であること、周辺の草地環境との連続
性を欠くことなどから、カヤネズミの存続は困難であると思われ
た。カヤネズミ本来の生息環境は、河川敷や湿原の草地などである
が、休耕地や水田などの農的環境の利用も多く報告されている（全
国カヤネズミ・ネットワーク編， 2003）。また、道路のり面や造成
地など新たに作られた草地での報告もあるが、周辺の草地環境との
連続性がない場合は生息地とはなり得ない。横浜自然観察の森内に
は、このようなカヤネズミの生息適地となる苦からの草地が面的に
も量的にも少なしすでに周辺の草地環境から孤立していることな
どから、現時点でのカヤネズミの生息の可能性は低いと思われた。
しかしながら、今回はl回の踏査であることから、かつて生息してい
たことを念頭においた生息情報の収集は今後も引き続き行うことが
望まれる。

引用した本 ・自然情報データベース
文献 全国カヤネズミ・ネットワーク編（2003）全国カヤマップ2002特別

版？カヤ原保全への提言？ ' 32pp. 
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調査名 セミの抜け殻調べ

調査者名（所属） 松田久司（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 クヌギの林3 コナラの道 19番と 20番の間のヒノキ林，

ウグイスの草地

調査日 2003年 8月 2日と 8月 31日

調査開始 200 次年度継続 ／＠ 終了予定 一 年

調査自的
圏内にはいろいろな林が用意されているが，その林の状況によってセミの発生にどのよ

うな影響があるかを明らかにしたく， セミの抜け殻を利用して調査を行った．

調査方法
調査場所は，手入れをされている雑木林として「クヌギの林」，手入れをされているヒ

ノキ林として「コナラの道」の 19番と 20番の閣のヒノキ林と，手入れされていない林と
して 「ウグイスの草地」内の 2ヶ所に，杭を立てロープを張って設定した．なおヒノキ林

は以前手入れがされていたが，最近 5年以上は放置され，背丈ほどのイヌビワやアオキが
生えている．そのそれぞれの調査場所で，発見した抜け殻を採集し，種名，雌雄，ついて

いた場所と高さを，調査用紙に記入し，抜け殻を入れたフィルムケースにも調査用紙の項

番を記入した．後日念のため松田が確認の同定を行った．調査日は， 2003年 8月2日と 8

月31日の 2固とした．

調査結果

1.ニイニイゼミの羽化は，圏内で確認されているが，今回の調査地ではニイニイゼミの

抜け殻は発見できなかった．またクマゼミの鳴き声が圏内で確認されているが，今回

の調査地では，抜け殻は確認できなかった．

2.一回目の調査では，ミンミンゼミとヒグラシが見つけられ，二回目には，ミンミンゼ

ミ，ヒグラシ，アブラゼミ，ツクックポウシが見つけられた．今回の調査地では，ア

ブラゼミとツクツクポウシは， 7月初旬以降に発生したと考えられる．

3.宮武 ・加納（1992）によると，関東以西では山地のスギ林など湿った林が，ヒグラシの

生息地とあるように 3 ヒグラシの抜け殻は，1個が手入れをしてない林で発生していた

のみで 3 その他はすべて，手入れのされたヒノキ林での発生であった．
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4.両調査日とも多くの個体が見つかった手入れをしているヒノキ林のヒグラシのうち破

損して雄雌の判定がつかなかったものを除いた性比は3 一回目が 6.4 : 3. 6，二回目が

4. 1 : 5. 9であった．平塚博物館｛1994）によれば，ヒグラシは7月よ中旬から鳴き始め3

8月中に鳴き終わることが多いとあり，一回目を発生の前半，二回目を発生の後半と考

えられ，発生の初期には雄が多く，やがて逆転して雌が多くなるという傾向を示した．

5.手入れされたヒノキ林の発生密度が，他の調査地より多かった．この林はヒノキのみ

の林ではなく ，イヌビワやアオキが生えているためs手入れをしていない林としての

特徴ももっていたためと思われる．二回目の調査の場所別発生密度を表1に示す．一

回目に発見した抜け殻をすべて持ち出したため3 一回目とニ回目の間である 29日間の

発生密度である ． 手入れされたヒノキ林の種類別の発生密度（個体数／『n• ） はそれぞれ，

ヒグラシ 0.80，ツクックポウシ 0.13，ミンミンゼミ 0.12＇アブ ラゼミ 0.02であっ

た．

表 1二回目の翻査場所別発生密度

調査場所 発生密度（個数Im) 備考

手入れをされている雑木林 0.11 

手入れをされているヒノキ林 1.08 

手入れされていない林一手前 0.11 

手入れされていない林一奥 0.19 

謝辞

本調査の一回目は，横浜自然観察の森友の会の一般若者向け行事である「まるごと体

験」の参加者である内記，大久保s東郷，中村，山本3 平江（敬称略）によって行われ，

二回目は，友の会会員向行事の 「いきもののにぎわいを調べよう」の参加者である奈良3

佐藤，伊藤，太田，篠塚（敬称略）によって行われた．また 2固とも，篠原，中塚両氏には，

スタッフとして参加していただいた．平塚博物館の学芸員である浜口哲一氏に，調査の

方法について，相談にのっていただいた．

引用した本 ・文献

宮武頼夫・加納康嗣， 1992.検索入門セミ ・バッタ.215pp，保育社，大阪

平塚市博物館， 1994.セミのぬけがら調べ.124pp，平塚市博物館，神奈川
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横浜自然観察の森調査報告書9 (2003) 

こども PJ むしむしキャンプ （主にクワガ夕、カブトムシ調査）

調査者 ：こどもPJ むしむしキャンプ参加者 （報告者 ：丹羽 裕）

調査場所：ウグイスの草地、ミズキの谷、ミズキの道 （イタチ川沿い）

コナラの谷、クヌギ林、センター前の生態圏

調査日： 2003年8月2目、3日

調査開始年： 2003年｜ 2003年度予定：終了

調査目的： こどもPJによる夜間を利用した昆虫 （主にクワガ夕、
カブトムシ）、 ネズミ等の調査を体験し観察の森周辺地域に

残る自然の大切さをアピールする。

調査方法：時間は夕方から翌朝にかけて行い、2班に分かれて各班ごと
同じ項目でそれぞれ地域を変えて行った。

1 .樹木への、みつトラップ
2.紙コップを利用した落とし穴 トラップ
3.シーツに懐中電灯をあてたライトトラップ
4.水中生物の用のペットボ トルトラップ
5.白い紙を使った足跡トラップ
6.ネズミを傷っけない特別なかごを使った
ネズミトラップ
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調査結果：
今年は、昨年多く記録されたオオヒラタシデムシが記録されず、

力ブ卜ムシ及びクワガタ類も昨年よりもさらに少ない記録と

なりました。
夜間のトラップで効果がありクヌギの林のトラップに力ブ卜ムシと

クワガタ類が記録されました。

さらにミズキの池でクチポソが例年より多く記録されました。

1 .モンキチョウの広場（東屋）
虫：ゴミムシ（幼虫）× 7
2.ミズキの谷
魚類：クチボソ×77、アブラハヤ×4

節足動物：ムカデ× 2

4.クヌギ林
虫：コクワガタ雄× 1、カブトムシ雄× 3、雌×1

カナブン、コメツキムシ、カマドウマ、アオパハゴロモ

ヒグラシ、オオスズメパチ、ゴミムシモドキ

5.さくら林
虫：セミ（羽化中）
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横浜自然観察の森調査報告9( 2003) 

ホタル成虫の発生数調査

藤田 薫・宮本千帆（日本野鳥の会サンクチユアリ室）・篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 へイケポタルの湿地
長倉口？イタチ川沿い？コナラの谷？ゲンジポタルの谷？ミズキの谷

調 日 2003年5月29日 ・6月5日 ・12日・ 19日.26日 ・7月3日・10日.17日.24日

調査開始 1986年 次年度 継続

調査目的

水辺環境変化の指標として、ホタル成虫の発生数をモニタリングする。

調査方法

5月下旬から7月下旬の週に一度、 19:00～21:00の間歩きながら、ホタルの発生数
を調べた。発生数は調査区域を分けて調査した。

調査区域A （ミズキの谷）と H （へイケボタルの湿地）は止水域であった（図
1 ）。 また各調査区域の川の長さは、Bが14105m、Cが237o 5m、Dが97m、Eが
88m、Fが18205m、Gが14805mであった。

調査結果

ゲンジポタル・ヘイケポタルとも、初認日は6月5日で、 例年とあまり変わらな
かった（調査報告62000）。発生数が最も多かったのは、ゲンジボタルは6月12日
で56頭、へイケポタルは6月26日で214頭であった（図2）。
ゲンジポタル成虫の調査期間の合計は昨年171頭、今年147頭で、若干少なかっ
た。へイケポタルは昨年452頭、今年764頭で、 かなり多かったo
いたち川に発生するゲンジポタルの個体数を、場所ごとに、単位面積あたりで求
めると、Dが最も多 く、 次いでC、Bの順に多かった （図3）。 この結果は、 Bが最
も多かった1999年の結果とは異なっていた （調査報告7 1999）。 さらに、今年は
それぞれの場所での発生数も1999年よりも少なかった。これらの結果が、B地区の
環境悪化を示しているのか、年によって変動があるのかは、さらに検討が必要であ
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横浜自然観察の森調査報告9 ( 2003) 

チョウ類への林管理の影響 ー現況調査ー

藤田 薫 （日本野鳥の会サンクチユアリ室 ・横浜自然観察の森）

調査場所 コナラの林2コース、タンポポの道2コース、
へイケポタルの湿地周辺1コース（図1) 

調査日 8月23日（晴） • 2 6日 （曇） • 2 9日 （晴）

調査開始 年 ・ 次年度継続 ／終了 ・ 終了予定 年

調査目的

林を管理することによる、チョウ類への影響 ・効果を調べる。今年度は、管理予
定地で、管理前の現状調査を行った。

調査方法
雑木林管理ゾーン（調査報告2002年度参照）にある管理予定地の 5コースで、時
速2kmで歩きながら、道の片側5mずつ、両側10mの範囲内のチョウ類の種名と個
体数を記録した。同じコースを2回歩き、集計にあたっては、出現したチョウ類の
それぞれの種について、 2回のうち、多い個体数が観察できたデータを採用した。

調査結果
種数が最も多 く確認できたのは、コナラ 6？関谷口の4種、最も少なかったの
は、コナラの道18？コナラの道終点までの 1種であった （表 1）。 個体数が最も多
かったのは、センタ－横？タンポポの道10と、タンポポの道3?5？駐車場裏への道
の6頭で、最も少なかったのは、ミズキの道3?5のコースの2頭であった。

表 1.チョウの出現種と個体数

コース 個体数 種数

A：コナラ6一関谷口 4 4 

B・ミズキ3ーミズキ5 2 2 

。コナラ18～コナラ終 4 

D：センター繍ータンポポ10 6 2 

Eタンポポ3→ー駐車織裏 6 2 

同 1.調査コース
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横浜自然観察の森調査報告9(2003) 

環境記録写真

宮本 千帆・藤田薫（日本野鳥の会サンクチュアリ室）

調査場所圏内11力所（図 1) 

調査日 撮影 ：2004年2月26日

調査開始 1986年より（毎年ではない）

調査目的

閉じ場所から定期的に環境を写真撮影することによって、環境の変化を記録す
る。

調査方法

圏内11力所で環境を撮影した。撮影場所は、図 1の通り。

鯛査結果

撮影した写真は、記録として整理し、保管した。

図1.環境写真撮影地点
・嫌影地点
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横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

雑木林ファンクラブ 2003炭焼き結果

雑木林ファンクラブ 松田久司まとめ（横浜自然観察の森友の会）

調査場所炭焼き小屋

調査日 2003年 5月3～4日と 6月15日

調査開始 2002年

調査目的

次年度等砂終了 終了予定 一年

環境管理の際に出た木材の活用方法の1つとして炭焼きを行っている 2003年度に炭焼

きを行った際の温度変化の計測結果を報告する．

調査方法

1 .炭窯の構造

炭焼きを行った窯は，本窯とドラム缶窯である本窯は，窯の胴は奥行きが1.4m，一

番広い部分の幅が1.2mあり，平面的には煙突のある奥を鈍端とした卵型をしているま
た胴の高さが0.9m，鉢の高さが0.3mである．焚きロは間口 O.Sm，高さ 0.9m，上部

の奥行き 0.35m，下部の奥行きが 0.6mで‘ある． ドラム缶窯は， ドラム缶の手前に焚き

口を作成し、奥にトタンの煙突を備えたものである．

2.温度計測場所

本釜は窯中央と煙突に，またドラム缶窯は煙突に，温度センサーを挿入して，温度変

化を測定した．

調査結果

・2003/5/3-4実施分
炭材：トウネズミモチ／丸・割材，重量： 545Kg

出炭量： 106. 3Kg 

出炭率 ：19. 5%  

温度変化については，図1を参照のこと．

. 2003/6/5実施分
炭材．トウネズミモチ／丸・習j材．

No. 1 
重量： 85. 5 Kg  
出炭量： 14.5Kg 

出炭率： 10. 0%  

No.2 
重量： 95. 5Kg 

出炭量 ：10. 6 Kg  

出炭率 ：11. 1 % 

温度変化については，図2を参照のこと．

4 8 



温度

温度

。C

」 －←窯中央
800 －・－煙突

600 

400 

200 

。

。C

250 

200 

150 

100 

50 

。

8:00 11 :00 14:20 17:00 23:00 5:00 11: 15 16:03 

-0-Nol 

一企－No2

図1.本釜の温度変化

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11 :00 12:00 13目：00 14:00 15:00 16:00 17:00 

図2.ドラム缶窯の温度変化

49 



行事効果測定調査「森のレンジャー体』験」

調査者：岡本裕子（日本野鳥の会サンクチユアリセンター）

調査場所：横浜自然観察の森 自然観察センター

調査期間： 2003年4月1日～2004年3月31日

次年度予定 ：継続

・調査目的：今年度から開始する、森づくりの担い手育成講座「森のレンジャー体験」の満足度・
テーマ関心度、次年度の活動に対する意識を調べ、次年度以降の実践編企画に向け

て評価を行う。

・調査方法：森づくりの担い手育成講座「森のレンジャー体験」において、下記事項のアンケー
ト調査を行った。

・調査結果

( 1 ）前半3回終了時アンケート
A 満足度を4段階に分けて評価する。
B テーマ関心度を4段階に分けて評価する。
( 2）講座終了時 意識調査
最終講座終了時に、 「次年度以降の活動に対する意識」について、レポート記述
方式で調査を行う。

( 1 ）前半アンケート結果 （回収数 1 8) 
A 講座の満足度を4段階（ 1.満足している～4.不満である）に分けてはかった。
1. 17 人
2. 1人 理由「l回出席出来なかったから」
3. 0人
4. 0人

・94%から「1.満足している」と回答があった。
【参加者からのコメント】

・色々な角度からにぎわいのある森づくりのために何をしなければならないのか
深く掘り下げられている。
－森を見る目（視点）が完全に変わった。

・専門家の解説とフィールドワークで理解が非常に深まる。

毎回の体験のねらいがはっきりしているので達成度が実感できる。

Bテーマ「手入れしない林と手入れした林にすむ生き物」について4段階（ 1.興味深かっ
た～
4.あまり関心をもてなかった）に分けてはかった。
1. 1 4人
2. 3人
3. 0人
4. 0人

・82%から「 1.興味深かった」と回答があった。

5 0 



｛参加者からのコメン ト〕
－もっと深く知りたいと思った。

－林の特徴によって棲む生き物に随分違いがあることがわかった。

( 2）講座を通じて、来年度から森づくりの担い手として活動する意識を持ってもらえたかどう

か調査した。
設問：「いきもののにぎわいのある森づくり」に今後どのように関わっていきたいですか？

・結果（レポート回収数 1 7 ) 
参加者 17人全員から何らかの形で「関わりたしリ という回答を得た。そのうち具体的に関わ

る手段や場を示す回答は 10人から得た。

「し、きもののにぎわいのある森づくり」への関わり方 回答結果分析

－環境教育分野の活動を通じて関わりたい ・・・ 2人
・環境管理分野の活動を通じて関わりたい・ ・・1人
・講座次年度の「森のレンジャー体験」を通じて関わりたい・ ・・3人
・横浜自然観察の森のボランティアとして関わりたい・・・ 3人

その他・・・ 1人

．考察

調査（ 1 ）、（2 ）の結果より参加者の満足度・テーマへの関心度ともに高かった。前半3回皆
勤者は参加者総数の半数を占め、調査編「手入れしない林の植生の多様さとそこに棲む鳥」教育
編「手入れしない林が生き物に必要であることを他者に伝える」管理編「手入れした林にすむ生

き物とそのための管理」と段階的に理解を深めることで 「手入れした林 ・手入れしない林含め多

様な環境が生き物にとって必要である」ことが伝わったと言える。

( 3）の「担い手意識」については、今後「生き物のにぎわいのある森づくり」にどう関わって
いきたいかに対し、積極的に担っていく意思を示す言葉が含まれる回答が得られた。講座以外で

も具体的にどんな関わり方ができるかを提案し、森づくりの担い手を増やしてゆきたい。

・20004年度実践編に向けて
「森のレンジャー体験」の目的は、『いきもののにぎわいのある森づくり」の担い手を育成す

る』ことである。 2004年度前期は「実践編」として「いきもののにぎわいのある森づくり」
に着手する講座を設定した。 20 0 3年度からの継続参加者は、実際に担い手として活動する。
さらに、「いきもののにぎわいのある森づくりを考える会」への参加を呼ひ”かけ、横浜自然観

察の森友の会とともに管理予定区域の 「管理計画案」を検討してゆく。
また、 9月以降（後期）は新規参加者を受け入れる。継続参加者はスタッフとして共に活動す
る中で、担い手を増やす役劃を担う。 2004年度末には、担い手育成のシステム（ 2年間）が
完成する。
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ボランティア動向調査

調査者：岡本裕子（日本野鳥の会サンクチュアリセンター）

調査場所 ：横浜自然観察の森 自然観察センター

調査期間： 2003年4月1日～2004年3月31日

次年度予定：継続

・調査目的： 横浜自然観察の森では、いきものの視点を持った市民と協働して森づくりを

すすめてゆくために、市民 ・ボランティアに向けて、施設の方針 「いきものの

にぎわいのある森（以下 rにぎわい』とする）」の普及を行っている。
2003年度は新規ボランティアの窓口となる「森のボランティア説明会」（横

浜自然観察の森友の会と共催）を通じて「にぎわし1」の説明を行った。

①概要紹介（スライドショー）

・いきもののにぎわいとは（生物多様性の保全について）

－横浜自然観察の森の役割 （大規模緑地の一角）

・ボランテイアとの協働（横浜自然観察の森 友の会の活動）
②フィールド紹介

－多様ないきものが生息するために保全されている環境

（ヤプ ・湿地 ・林など）の案内

－横浜自然観察の森友の会の活動場所案内

終了時に理解度をはかるアンケート調査を行い、2004年度の効果的な発信・普及の指標とし

た。

・調査方法：横浜自然観察の森友の会との共催行事「森のボランティア説明会（対象：一般）」年
間6回の実施においてアンケート調査を行なった。

設問：施設と横浜自然観察の森友の会の取り組みである

「いきもののにぎわいのある森」について（5段階評価）
①大変よく理解できた
②まあまあ理解できた
③どちらともいえない
④あまり理解できなかった（
⑤全く理解できなかった

・調査結果：
表

① ② ③ ④ ⑤ 合計

l回目 （4月） 2 4 1 。 。 7 

2回目（6月） 6 3 。 。 。 9 

3回目（8月） 4 2 。 。 。 6 

4回目（10月） 2 1 。 。 。 3 

5回目（12月） 。 2 。 。 。 2 

6回目（2月） 3 3 。 。 。 6 

合計 17 15 1 0 。 33 

51.5% 45.5% 3% 0% 0% 100% 
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・考察 ： 全6回を通して、約97%の参加者から
①大変よく理解できた ②まあまあ理解できた という回答を得た。

ボランティア活動を始める前にこの行事に参加することで、施設の方針「にぎわい」

への理解を得ることができた。新規ボランティアに、．基本的な「にぎわしリの考え方を

ベースと して持ってもらうために効果的であったと言える。
しかし、参加者合計は年間33名と少なく、横浜自然観察の森友の会の既存会員の参

加も少なかった。実際に活動を始めてから、「にぎわい」について具体的な知識や情報が

必要となることも多いと考えられる。既存会員に向けて、いっそう参加を呼びかける他、

友の会全体・個別プロジェクト ・個人と様々な単位を対象に伝え方を工夫してゆく必要

がある。

横浜自然観察の森調査報告9( 2003) 

自然情報収集調査

調査者 来圏者 3 レンジャーなど職員 2 ボランティア

調査場所圏内全域

調査団 通年

調査開始 1986年 次年度継続

調査目的

自然 ・生物の情報を収集し 3 自然解説・行事3 一般来園者へのサービスとして活
用する．また，生物リストや生物暦等自然史資料を作成する際の資料とする．

調査方法

来園者，レンジャーなと職員 3 ボランティアの確認した生物の情報を 3 収集し
た．情報は，種別 ・種名・確認年月日・確認内容・記入者を所定のカードに明記し
てもらった．これらの情報を月別にs綱別にまとめた．

調査結果

情報はカードに記入し 3 このカードは，展ホコーナーの自然情報ボードに最新情
報として展示した後s閲覧できるようにファイルした．また 3 情報は入力して蓄積
し， 2003年度版自然情報集を作成して，閲覧できるようにした．
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生物リスト





横浜自然観察の森翻査報告 9(2003) 

花暦 2003年

伊j畢嘉奥子・金井洋子・高原弘子・畑史子・八回文子・林由紀子・松田博明

丸田桂子・山路智恵子・山本久子・横溝八千代・篠原由紀子 （まとめ）

（横浜自然観察の森友の会 野草プロジェクト）

く定例調査のコース〉

毎月第一金曜日 ：観察センター→ミズキ終→ミズキ13→カシの森→ミズキ13

→タンポポ 6→タンポポ 10→観察センター

毎月第一土曜日 ：観察センター→コナラ 0→コナラ終→観察センター

つぼみ ：ム

花 ：女

未熟な実 ：O

熟した実：．

むかご ：む

ム

？女

。． 
－／の後は定例調査の日以外の記録

く凡例〉

ムヲ肘

ム食。

ム女0・
0・

ム 。 女0・
ム ． ム／女12
ム
0・ム16女22
女O ム女16022

例 1.一定例調査の日には菅だったが12日には開花を記録した ：ム／女12

ム26

大22

ム女20

b.*020 

例 2.一定例調査の日には記録されなかったが、 26日にはつぼみを記録した ：ム26

－圏内で観察できる場所が限られている植物は、種名の右（）内に場所を記した

7:7打力ネの丘，オ：尾根道，カ： 1J~の森ク．ウヌキ．の林， ゲ：ゲンシ． の谷， コ ： コナうの谷

ス：炭焼き場，セ：生態園 ／：／キ．クの広場， J＼：畑， ピ：ピクニッウ広場，ミ：水鳥の池

－種名の網掛けは生態圏で観察できた種
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9
月
5,
6
日
10
月
3,
4
日
fl
月
1,
7
日
12
月
5,
6
日
1月
9,
10
日
2
月
6,
7
臼
3
月
5,
6
日

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
踊
曹
ツ
ツ
ジ

6
7
*
2
2
 
A
*
 

。
A
女
26

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
ク
マ
ツ
ヅ
フ

A
1
2
 
A
／
安
9
*
O
 

。
。

0
・
．
 

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
フ
福
栽
I
 tラ

A
*
9
 

。
．
 

オ
カ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ

シ
ソ

A
／
合
9

0
 

0
・

0
・

0
・
．
 ．
 

オ
カ
ト
ラ
ノ
オ

サ
ク
ラ
ソ
ウ

A
／食
16
A
女
O

。
0
・

0
・

0
・
．
 

オ
ギ

イ
ネ

A
育
15
ム
女

0
・

オ
ケ
ラ

キ
ク

A
 

ム
A
*
 

肯
O
．
 ．
 

オ
ダ
マ
キ
箇
芸
種

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

A
*
2
4
 

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

:;
t
ト
ギ
リ
ソ
ウ

A
*
 

台
O

。
0
・

ト
コ
エ
シ

:;
t
ミ
ナ
エ
シ

A
6
*
31
 
t』
＊

A
*
O
 

0
・

I~
ト
コ
ヨ
モ
ギ

キ
ク

t』
A
*
 

．ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ

イ
ネ

A
2
9
 
A
l安
16

安
O
．
 

II
ニ
ゲ
ル
ミ
湿
漏

ク
Jレ
ミ

A
*
18
 

。
。

。
。

iコ
ー
シ
パ
リ

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ

。
。

0
・
．
 

ム
A
 
A
／
青
22
ム
合

*
 

1;; 
タ
ビ
ラ
コ

$
勾

A
*
1
9
 
ム
，
t

A
安

ー
ド
コ
ロ

。＇－
ヤ
マ
ノ
イ
モ

A
1
6
 
A
女

A
*
O
 

＊
 

0
・
．
 

オ
ノ
ゲ
シ

キ
ク

A
*
1
8
 

II
ヒ
シ
パ

イ
ネ

A
*
O・

安
0
・

0
・

｜コ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
｛
ウ
）

I
 t弓

A
*
2
2
 
ム
脅
／
0
18
A
*
O ・
．
 

ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ

セ
’

A
*
 

0
・
．
 

lコ
ー
ラ
ン
ダ
ガ
フ
シ

ア
ブ
フ
ナ

A
*
9
 
A
*
O
 
A
*
O ・

*
O
 

ーラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
ナ
デ
シ
コ

A
*
 

安
0
・

0
・

A
*
0
1
5
 

3エ
デ
ド
コ
ロ

ヤ
マ
ノ
イ
モ

t』
＊

。
。

ガ
イ
モ

力
刀
イ
モ

企
／
肯
8

*
 

カ
キ
ド
オ
シ

シ
ソ

*
O
 

A
*
2
6
 

カ
キ
ノ
キ
植
裁
も

カ
キ
ノ
キ

A
/
*
2
8
 
女
O

。
。

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
植
主
主
ユ
キ
ノ
シ
タ

A
女
12
ム
ヲ
ー
。

。
。

。

カ
ク
ト
ラ
ノ
オ

シ
ソ

6
.
*
1
6
 

カ
ク
レ
ミ
ノ
植
栽

ウ
コ
ギ

0
2
7
 

カ
シ
ワ
パ
ハ
グ
マ

キ
ク

I
』

企
A
／
脅
28
A
*
 

。
．
 ．
 ．
 ．
 

カ
ス
マ
グ
サ

マ
メ

A
*
 

カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
祖
毅

パ
号

A
脅
14

。
．
 

カ
ゼ
ク
サ

イ
ネ

A
*
 

食
。
．
 

カ
タ
ク
リ
（セ）

二
L
I
 

。
ム
12
合
24

｜カ
タ
バ
ミ

カ
タ
J
tミ

A
*
4
 
A
*
 
A
*
O
 

カ
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
（／）

ビ
ャ
ク
ダ
ン

e
a
 
A
*
O
 

A
*
O
 

｜カ
ナ
ム
グ
ラ

ア
サ

A
脅
21
A
*
 

0
・

。

カ
ー
ツ
リ
グ
サ

イ
ネ

A
*
9
 
．
 

ガ
マ
ズ
ミ

＂＇
~ 
ス
イ
カ
ズ
フ

t』
A
／女
12

。
。

0
・

0
・
．
 ．
 ．
 

カ
マ
ツ
カ
，.、

1
＜ラ

A
1
6
 
A
*
 

。
。

。
。

0
1・29
．
 ．
 ．
 ．
 

カ
モ
ガ
ヤ

イ
ネ

A
*
5
 

カ
モ
ジ
グ
サ

イ
ネ

A
l女
26
A
女

。

カ
ラ
ス
ウ
リ

ウ
リ

A
*
18
 
A
*
!
 コ2
4

0
・
．
 

カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ

ミ
カ
ン

A
 

A
／
貴
12
A
*
 

。
。

。
．
 

カ
ラ
タ
チ
徳
裁

ミ
カ
ン

A
合
19

。
。

。
。

。
0
1・29
．
 

カ
ラ
ム
シ
（
ク
サ
マ
オ
）
イ
ラ
ク
サ

A
／
脅
19
A
*
O
 

。
0
・
．
 ．
 ．
 
e
1
 

カ
ワ
ラ
ス
ガ
ナ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

A
／
合
19

0
 
．
 

カ
ワ
ラ
ス
ゲ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

0
・27

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ

ナ
デ
シ
コ

A
／
女
25
A
*
 

0
 

カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
(I
)

キ
ク

A
 

ム
合

。
。
．
 

カ
ン
ガ
レ
イ
植
栽

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

A
安
17
A
ヲt

合
O

。
．
 ．
 ．
 

カ
ン
ト
ウ
カ
ン
ア
オ
イ
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ

A
 

ヲ骨
4町

4町
。

。
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ

キ
ク

A
1
4
*
1
9
 
A
*
O ・

黙
し
た
実
の
色

紫 赤 書堅 調宅 茶 書宅

茶

サ 常 赤 茶 薄 茶 薄
茶

~
 茶
誼 輝 辛 亦 ク
リ
ー
ム
色

繋 赤 赤 保 黒 価 値 縄 縄
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檀
各

お
各

4
月
4
.5
日
5
月
2,
3
日
6
月
6.
7
日
7
月
4,
5
8
8
月
1.
2
日
9
月
5.
6
日
10
月
3.
4
日
11
月
1,
7
日
12
月
5.
6
8
1月
9.
10
日
2
月
6,
7
日
3
月
5,
6
日

｜
カ
ン
ト
ウ
マ
ム
シ
ゲ
サ
サ
ト
イ
モ

。
カ
ン
ト
ウ
ヨ
メ
ナ

｜
キ
ク

安
29

~
＊
 

1.
：
：
ク
タ
ニ
ギ
ク
樋
銭
｛
セ
）
キ
ク

~
＊
 

1.：：
ク
J
fド
コ
ロ

ヤ
マ
ノ
イ
モ

/::
,.*
 

1.
：
：
シ
ギ
シ

｜
夕
子

t:
:.
26
 
。

1.：：
ι
ジ
ム
シ
ロ
（カ）

ハ
ヲ

/::
,.*
 

キ
シ
ヨ
ワ
ヌ

ア
ヤ
メ

t
:
.
*
0
2
9
 

キ
ダ
チ
コ
ン
ギ
ク

｜キ
ク

／：
：，
.
合
15

／：
：，
.
肯

｜キ
ッ
コ
ワ
ハ
グ
マ

キ
ク

/::,.
 

/::,
. 
。

｜
キ
ヅ
タ

｜
ウ
コ
ギ

/j, 
ム
17

ム
脅

合
O
。
。
。
．
 

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
祖
霊
【ヴ）
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

t:
:.
16
 

／：
：，
.
昔
r

｜
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

／：
：，
.
育
。
．
 

安
O

｜
キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ

キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ

/j
,*
 

企
合
O

安
O

*
O
 
合
0
・

｜
キ
ハ
ギ

．， 
マ
メ

ム
／
安
12
6
.
*
0
 
A
*
O
 
ム
＊
O

A
•
宵
O
。

I•
パ
ナ
ガ
ン
ウ
ピ
ソ
ウ

（カ
．ン

ヲピ
ソウ

｝
｜
キ
ク

A
/
*
1
7
 
A
肯

0
・

合

ー
ブ
シ

｜
キ
ブ
シ

。
。
。
。

!:,
. 
0
 
A
 
0
 
!:,.
 
0
・
ム

A
 
A
 
A
*
 

1.:: 
E
ポ
ウ
シ
園
芸
種
（λ
）
ユ
リ

A
*
O
 

1.
：
：
ュ
ウ
リ
ゲ
サ

ム
ラ
サ
キ

6
.
*
6
 
t』
事

｜
＝
ョ
ウ
ギ
シ
パ

｜
イ
ネ

／：
：，
.
脅

1.::r
-ラ
ン
ソ
ウ

シ
ソ

ふ
合

ヲ骨
6.
合
12

1.:
:r-
t,.
1
 
、
ノ
フ
ド
ウ

lフ
ド
ウ

t:
:.
12
 

6.
背
O
A
*
O
 
A
喧
r
O

1 .
：
：
ン
ヱ
ノ
コ
ロ

｜
イ
ネ

＊
 
．
 ．
 

1.::r
-ン
カ
ン
輔
君｛
ハ
）
ミ
カ
ン

宵
0
。

1.::r
-ン
シ
パ
イ
圏
外

｜
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ

A
*
5
 

I.
：
：
ン
ミ
ズ
ヒ
キ

パ
弓

A
ヲ骨

A
*
O
 
t
:
.
*
0
 

育
O

0
・

0
・

｜
＝
ン
ミ
ズ
ヒ
キ

タ
デ

6
.
*
 

1.::r
- ン
モ
ク
セ
イ
踊
曹

モ
ク
セ
イ

6.
29
 
6.
肯

I.
：
：
ン
ラ
ン

lラ
ン

合
12
。
。
。
。
。

｜
＝
ン
ラ
ン

1ラ
ン

6
.
1
8
*
2
2
 

？女
。
。
。
。
。

6.
30
 

l’
サ
イ

イ
グ
サ

t::.
12
安
26
A
女
O
．
 
o
e
 
0
・

I＇
サ
イ
テ
ゴ

パ
号

I』
セ

合
0
1
•
1
1
．
 

A
合
17
.6
.*
 

サ
ギ

｜
ク
マ
ツ
ヅ
ラ

6.
16
 
A
*
 

安
O

0
・
．
 

7サ
ボ
タ
ン

｜
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

A
*
1
9
 
4 町

P
サ
ヨ
シ

｜
イ
ネ

t:.
*
2
 

Fサ
レ
ダ
マ
祖
霊

サ
ク
ラ
ソ
ウ

6.
16
 

A
安
3

合
O

0
・

0
・
．
 ．
 

l，
察
審

マ
メ

.6.
 *
29
 
t』
＊

ム
合
。

0
・
．
 ．
 ．
 ．
 

｜
ク
ス
ノ
キ

.6
.1
8 

.6.
／
台
12
。

0
 

0
 
。
。

｜
ヌ
ナ

.6. 
7安
22

。
。

マ
ノ
ミ
ズ
キ

ミ
ズ
キ

t』
.6.
／
合
11
。
。
．
 。
。

マ
ヤ
ナ
ギ

｜
ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
。
。
A
e
／
宵
26
ふ
ヲ
骨

。
。

Pラ
ラ

マ
メ

ム
21
安
29
A
*
 
。
。
．
 

;l
lJ
姐
載
も

｜
ブ
ナ

ム
17

ム
ヲ
tr
20
25
。
。
．
 

ロ
マ
ツ
植
栽
も

マ
ツ

A
 
0
 
t』官。
食。
。
。
．
 

•1
3

 
．
 ．
 ．
 

6.
・13

l’
ロ
モ
ジ

1ク
ス
ノ
キ

A
脅
。
。
。

ム
17

.6.
 

A
 

A
 

ム
A
 
A
 
A
／
合
13

ワ
ク
サ

｜’
ワ

6.
脅

A
安
O

T
イ
ワ
タ
バ
コ

l，
ワ
タ
1
＼
コ

／：
：，
.
合
。
。
．
 

l'
iキ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン

F
ン
ポ
ウ
ゲ

.6
.*
19
 
A
肯
O

0
・

l’
T
ス
ゲ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
6.
*
 
。

ム
／
脅
15

l'
i
チ
ヂ
ミ
ザ
サ

イ
ネ

6.
*
0
 
安
O

安
0
・
．
 

T
ナ
シ
チ
ガ
ヤ

イ
ネ

ム
合
18
．
 

I
 
J
iマ
ル
パ
ス
ミ
レ
｛ゲ
）
ス
ミ
レ

A
合

6.
*
3
0
 

l’
T
ム
ラ
サ
キ
ー
ガ
ナ

キ
ク

A
18
肯
26
6.
女
．
 

ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
植
栽
．
カ
バ
ノ
キ
。

0
・

0
・
。

6.
 
0
2
0
 
.t
..
01
e
2
9
 
6.
 
0
・
.6.
 
．
 

A
 
．
 

A
/
*
1
2
 
合
0
・黙
し
た
実
の
色
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金
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栂
各

事
4名

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

フ
ウ
ロ
ソ
ウ

ケ
ン
ポ
ナ
シ

ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ

コ
ア
カ
ソ

イ
ラ
ク
サ

コ
ウ
ガ
イ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
イ
ク
サ

コ
ウ
ゾ
!J
ナ

，
キ
ク

コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ

キ
ク

コ
オ
ホ
ネ

ス
イ
レ
ン

コ
ガ
マ
植
裁
も

ガ
マ

コ
ヲ
サ
ギ

ミカ
ン

二
Eク
ラ
ジ
？

｜ラ
ン

2
ゴ
メ
勺
ツ
ギ
‘
 
ハ－
ヲー

コ
ゴ
メ
ガ
ヤ
ツ
リ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

コ
シ
オ
ガ
マ

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ

コ
ス
ミ
レ

ス
ミレ

コ
セ
シ
タ
ン
タ
ーサ

キ
ク

コ
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
”
 
J
イ
ネ

コ
ナ
ス
ピ
‘
 

サ
ク
ラ
ソ
ウ

コ
デ
ラ
継
裁
も

1フ
ナ

コ
ー
シ
キ
ソ
ウ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

コ
I
¥コ
ペ

ナ
デ
シ
コ

コ
パ
ノ
カ
マ
ズ
ミ

ス
イ
カ
ズ
フ

コ
パ
ノ
タ
ツ
デ
ミ

シ
ソ

コ
f
tン
ソ
ウ

イ
ネ

コ
ヒ
ル
ガ
オ

ヒ
ル
ガ
オ

コ
ブ
シ
纏
毅
も

モ
ク
レ
ン

ヨ
ブ
ナ
ゲ
サ

イ
ネ

コ
マ
ツ
ナ
ギ

マ
メ

コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

ア
カ
パ
ナ

コ
マ
ユ
ミ
踊
曹

シ
キ
ギ

コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ

マ
メ

ヨ
メ
ナ
モ
ミ

キ
ク

コ
モ
チ
マ
ーシ
ネ
ジ
グ
サ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ

ゴ
ヨ
ウ
ア
ケ
ビ

ア
ケ
ビ

ゴ
ン
ズ
イ

ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ

サ
イ
ハ
イ
ラ
ン

づ
ン

ザ
サ
ガ
ヤ

イ
ネ

、サ
ザ
ン
カ
植
者

ツ
バ
キ

サ
ジ
ガ
ン
ク
ピ
ソ
ウ

島々

サ
ツ
キ
櫨
主
主

ツ
ツ
ジ

サ
ト
ザ
ク
ラ
）
樋
重
量

J
、ウ

サ
ネ
カ
ズ
ラ

マ
ッ
ブ
サ

サ
フ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

サ
ル
ト
リ
イ
パ
ラ

.:J
.
リ

サ
ル
ナ
シ

マ
タ
タ
ビ

サ
ン
カ
ク
イ
楢
裁

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

サ
ン
カ
ク

フ
ド
ウ

サ
ン
ゴ
ジ
ュ
植
栽
（
ハ
）
ス
イ
カ
ズ
フ

ザ
てン
シ
ョ
ウ
（カ
シ
の
森
に
』
ミカ
ン

シ
オ
デ

ユ
リ

シ
シ
ウ
ド

セ
リ

シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
イ
ネ

シ・
ハ
．
 

イ
ネ

シ
パ
ス
ゲ
？

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

4
月
4,
5
日
5
月
2,
3
日
6
月
6,
7
8

*
2
9
 
安
26

t:.
／
合
12

甲骨
O

t:.
脅

L:
.*
0・

t:
.2
2 

ム
安
2
0

ムヲ
骨

。
。

t:.
19
 
!:
.*
 

。

企
合
／
0
1
4

。

甲骨
O

ム
11
安
22

。

。
安
0
・
t:.
宵
0
・

l:.
/*
1
9
 
甲骨
O

。
ム
自
安
2
2
L:
.*
O 

0
・

ム
合
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t』
食
5

。
。

L:
.*
2
1
 

L:
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ム
，t

A
甲骨
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ム
＊

。
t:
.2
4肯
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!:
.*
 

ム
＊
O
・

ム
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!:
.*
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合
ム
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L:I. 
。

L:
l.
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ム
／育
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「k

。

*
2
8
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I.
* 

ム
1
*
1
8

ム
／安
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。
。

ム
／安
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。

4与 ム
ム
／女
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t:
:.
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安
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。
。

ム
16

ム
／食
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ム
＊

安
0
・

0
2
2
 

7
月
4,
5
日
8
月
1,
2
日
9
月
5,
6
日
10
月
3
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8
11
月
1,
7
日
12
月
5,
6
日
1月
9
,1
0
日
2
月
6,
7
日
3
月
5,
6
日
黙
し
た
実
の
色

安
25
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0
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食
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安
0
・
安
0
・
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ム
／
肯
29
!:
.*
 

。
0
・

0
・
．
 

ム
安
0
・

*
 

ム
＊
23

I
 

t:
.*
O 

ヲt
官
。
．
 ．
 ．
 ．
 

簿
茶

安
29

食
。

。
。

0
・

I
 

。
。

。
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•
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”
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．
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1
e
1
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黒
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*
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．
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ム
安
10
・20
ム
＊
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9
L:
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0
・
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O
・
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 ．
 

事長

ム
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t

*
O
 
。

l:
.*
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。
。

。
。

。

0
・

ム
安
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。
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 ．
 

朱
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．
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・
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・
．
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・
．
 

*
 

*
 

。
。
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・
．
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t:. 
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ム

ム
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ム
合
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ふ
背
O
．
 

A
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ム甲
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ム
＊
O

。
．
 

褐
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f
t
O
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。
。
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0
・
．
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9安
29
ム
ヲt
．
 

。
。

。
．
 ．
 

黒
。

。
。

。
0
・

ム
．
 
0
・

。
。
ム
O
ム
ヲ骨
O
L:
.*
0 
ム
＊
ム，
f
t
O
l:
::
.*
O 
甲骨
O

t::.
／
安
25
ム，
t

。
．
 

褐
色

ム
合

*
O
 
。

。
t:
:.
19
 

ム
L:I. 

。
0
 

。
。
．
 ．
 

ム
女
28
赤

。
。

。
。

ム
ヲ骨

*
O
 
。
．
 ．
 ．
 

。
。
．
 ．
 

赤
。

。
。
．
 ．
 

赤
。

。
。

黒
L:I.
／育
9

。
•
2

9 
女
0
2
9
．
 
。



.... 
,.,. 

。、

檀
各

科
名

4
月
4.
5
白
5
月
2.
3
日
6
月
6.
7
日
7月
4.
5
日
8
局
1,
2
自
9
月
5.
6
日
10
月
3.
4
日
11
月
1.
7
日
12
月
5,
6
日
1月
9.
10
臼
2
月
6.
7
日
3
月
5.
6
日
Ii

シ
パ
ヤ
ナ
ギ

｜ヤ
ナ
ギ

。
合
9

シ
マ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

イ
ネ

t』
4町

合
0
・

党
0
・
ム
合
0
・

シ
ャ
ガ
縮
圭
量

ア
ヤ
メ

C.
*
 
C.
*
0
 

。
。

ジ
ャ
ケ
ツ
イ
J
tフ

マ
メ

C.
19
 
C.
／
肯
13
．
 ．
 

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ

二
L
’

ム
26

t.
セ

0
 

。
。

0
・
．
 ．
 

シ
ャ
リ
ン
パ
イ
圃
霊
堂
ハ
フ

C.
22
 
t.
／
脅
12

。
。

。
ム
＊
0
1
e
29
＊
・
．
 

甲骨
*
 
t.
 

シ
ュ
ウ
ブ
ン
、
ノ
ウ

キ
ク

C.
17
 
t.
安
O
．
 ．
 

ジ
ュ
ズ
ス
ゲ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

t.
 1
3
 

。
シ
ュ
ロ

ヤ
シ

企
13

シ
ュ
ン
ラ
ン
樋
裁
も
ラ
ン

t.
／
合
31

ン
フ
ー

ユ
リ

ム
＊
19

シ
フ
カ
シ
福
裁
も

フ
ナ

t.
／
脅
9

。
。

。
0
1
e
2e
 

シ
ラ
キ
樋
裁
も
？

ト
ウ
タ
イ
グ
サ
C.
22
 

ム
／
肯
21
t』
セ

。
。

。
。

シ
ラ
ゲ
ガ
ヤ

イ
ネ

0
・

シ
ラ
ス
ゲ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
C
.
*
2
4
 

。
シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク

キ
ク

t
.
*
 
A
ヲー

＊
・
．
 

γ、
フー
、ーノ

づ
ン

C.
22
 

A
脅

C
.
*
0
 

。
。

。
。

シ
ロ
ザ

ア
カ
ザ

t.
／
肯
0
2
8
食
。
．
 

シ
ロ
タ
モ

ク
ス
ノ
キ

。
。

。
t. 
0
 
A
 
0
 
4与
0
・
ム
世
rO

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
樋
識
も
マ
メ

C
.
*
2
6
 
C
.
*
O
 
t』
食
0
・

合
0
・

シ
ロ
パ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
樋
書
i'
キ
ク

A
*
O
t
l
 

A
*
2
B
 

シ
ロ
パ
ナ
ハ
コ
ネ
ウ
ツ
ギ
ス
イ
カ
ズ
ラ

t』
合
0
2
6
A
*
O
 

。
A
合
0
1
7

。
。

シ
ロ
パ
ナ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

A
合

。
。

。
A
3
1
 

シ
ロ
ヨ
メ
ナ

キ
ク

A
 

A
／
合
20
ム
ヲ
骨

A
*
O
 
合
0
・
．
 

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

ユ
リ

合
16

ス
イ
カ
ズ
弓

ス
イ
カ
ズ
ラ

企
／
脅
17
A
安
O

。
。

。
．
 
0
・
．
 

ス
イ
バ

タ
デ

A
／合
24
A
肯
O

0
・

ス
ギ
緬
費
量
14.
..>
"I!
 
ス
ギ

＊
・
．
 
。

。
。

。
。

。
A
 
0
 
A
 
0
・
I
』
．
 

ムヲ
t

ス
ス
キ

イニ
、

A
*
1
1
 
A
世
r

4与
党
O

A
*
O
・

0
・
．
 ．
 ．
 

ス
ヌ
メ
ウ
リ

『
7
1

A
合
0
2
0
台
。
。．
．
 

ス
ヌ
メノ
カ
タ
ビ
ラ

イエ
、

A
*
O
・
11
ム
＊
O
・

スョ
メノ
チ
ャ
ヒ
キ

イ
λ

ム
2
1安
29

。
．
 

ス
3
メ
ノ
ヤ
リ

’
グ
サ

A
*
 
．
 

A
肯
30

ス
ー
ジ
イ
植
量
量
名

'7
・

0
1ム
18
A
／
肯
9

*
O
 

。
。

。
0
・

。
。

。
。

。
ス
ハ
マ
ツ
ウ

．可
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

。
．
 

ム
，t

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
r
:!l
;.
1
7
 

A
/
*
2
7
 
A
世r

A
*
O
 
*
O
・
．
 ．
 ．
 

セ
イ
パ
ン
モ
ロ
コ
シ

4
耳
、

t』
4町

合
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ

ア
7ラ
ナ

A
司
制

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

主
b
’

A
脅
7

合
0
・

安
0
・

＊
・
．
 

セ
キ
シ
ョ
ウ
揖
静

サ
ト
イ
モ

A
t4
合
22

0
18
 
。

セ
リ

セ
リ

A.
食
3
A
*
O
 
A
*
O
・

。
セ
ン
ン
ソ
ウ

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

A
2
6
 
A
／脅
18
A
*
2
9
 
合
O
．
 ．
 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
描
普
卓
．
パ
ラ

t』
＊

。
．
 

A
/
*
2
0
 

ソ
ヨ
ゴ
掴
楚
閣
外

モ
チ
ノ
キ

A
安
5

Zイ
ア
ザ
ミ

キ
ウ

ム
／
安
17
A
*
 
A
*
O
l
e
29
 
A
安
0
・
．
 ．
 ．
 ．
 

rイ
コ
シ
ソ
ウ

，
、づ

A
2
6
 
A
*
 
A
*
O
 

安
0
・

安
0
・

0
・
安
O
．
 

Zガ
ネ
ソ
ウ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

脅
24

Zカ
ネ
マ
ス
ク
サ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

0
2
7
 

Zケ
ニ
グ
サ

｜ケ
シ

A
*
0
3
 

コ
ノ
ア
シ
踊
曹

ユ
キ
ノ
シ
タ

A
*
2
1
 
*
O
 

0
・

Zチ
イ
ヌ
ノ
Jヲ
グ
リ

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
A
市町
1

安
0
・

安
0
・

Zチ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

ス
ミ
レ

ム
合

。
。

。
。

。
ム
ヲ骨

タ
ー
ウ
ツ
ギ
徳
裁

ス
イ
カ
ズ
フ

A
*
 

。
。

。
。

。
0
・

黙
し
た
実
の
色

紫
赤 串 岡 E m 緑 茶 畑 情 赤 茶 事尊
事長

男弘 事E 緑
で
も
完
黙

事障
害長
自 褐 蝿 問 茶 事長

＋ 常

茶 赤 茶 灰



。、 トJ

種
名

科
名

｜
タ
ネ
ツ
ケ
ハ
ナ

ア
ブ
ラ
ナ

19
フ
ノ
キ
植
裁
も

ク
ス
ノ
キ

タ
マ
ア
ジ
サ
イ

ユ
キ
ノ
シ
タ

タ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

タ
ラ
ノ
キ
（
カ
シ
の
蘇
）
ウ
コ
ギ

チ
カ
ラ
シ
パ

イ
ネ

チ
チ
コ
グ
サ

キ
ク

チ
ド
メ
グ
サ

セ
リ

チ
ャ
ノ
キ
舗
鎧

ツ
バ
キ

ツ
ク
パ
ト
リ
カ
ブ
ト

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

ツ
ク
パ
ネ
ウ
ツ
ギ

ス
イ
カ
ズ
ラ

ツ
タ
ウ
Jレ
シ

ウ
ル
シ

ツ
ツ
ジ
纏
重
量

ツ
ツ
ジ

ツ
バ
キ
園
芸
種
圃
曽
ツ
パ
キ

ツ
ボ
ミ
オ
オ
バ
コ
（
ヲ
）
オ
オ
バ
コ

ツ
メ
ク
サ

ナ
デ
シ
コ

ツ
ユ
ク
サ

ツ
ユ
ク
サ

ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン

｜
キ
キ
ョ
ウ

ツ
リ
Jγ
ァ

ニ
シ
キ
ギ

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
値
裁
も
（
ゲ
）
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ

ー
シ
キ
ギ

ツ
J（
，
カ
ノ
コ
ソ
ウ

オ
ミ
ナ
エ
シ

ツ
ル
グ
ミ

｜ゲ
ミ

ツ
ル
ン
ジ
ン

キ
キ
ョ
ウ

ツ
ル
フ
ジ
バ
カ
マ
（
tヲ
マ
メ

ツ
ル
ボ

r
コ
・＇

ツ
ル
マ
サ
キ

ニ
シ
キ
ギ

ツ
ル
マ
メ

マ
メ

テ
イ
カ
カ
ズ
ラ

キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ

i予
リ
，
、
J
イ
バ
ラ

ハ
フ

テ
ン
ツ
キ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

ド
ウ
ダ
ン
‘
Y
ツ
ジ
舗
鐙
ツ
ツ
ジ

ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
緬
重
量
モ
ク
セ
イ

ト
ウ
パ
ナ

シ
ソ

ト
キ
リ
マ
メ

マ
メ

ト
キ
ワ
ツ
ユ
ク
サ

ツ
ユ
ク
サ

ド
ク
ウ
ツ
不

お
ドイ
ウ
ツ
ギ

ド
ク
ダ
ミ

ド
ク
ダ
ミ

ド
ジ
ョ
ウ
ツ
ナ
ギ

イ
h

ト
ダ
シ
パ

｜イ
k

ト
チ
カ
ガ
ミ
植
栽
？
（へ）
ト
チ
カ
ガ
ミ

ト
ペ
弓
旭
豊
量

ト
ペ
ラ

ト
ボ
シ
ガ
ラ

｜イ
ネ

ナ
ガ
パ
ギ
シ
ギ
シ

タ
デ

トガ
，
tハ
エ
ド
ク
ソ
ウ
J
、
ヱ
ド
ク
ソ
ウ

ト
ギ
ナ
タ
ガ
ヤ

｜イ
ネ

「
キ
リ
ス
グ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

ト
ズ
ナ

ア
ブ
ラ
ナ

ナ
ッ
ツ
バ
キ
拙
且
圃
M
ツ
バ
キ

！
ナ
ッ
ト
ウ
ダ
イ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

ナ
ル
コ
ユ
リ

ユ
リ

ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ

パ
ラ

ナ
ン
ハ
ン
ギ
セ
ル

ハ
マ
ウ
ツ
ボ

4
月
4,
5
日
5
月
2,
3
日
6
月
6.
7
日
7月
4,
5
日

t
:
.
*
0
 

t:
.2
4 

£：，
.
／
貴
12
。
。

t:
.2
5 

£：，
.
／
安
9

A
合
10
・18

0
・

ム
＊
1
0
1
8
ム
＊
O
。 。

ム
16
肯
24
。
。
。

£:
,.
* 

£：，
.
安
11

t与
女

D
.
*
 

。
A
女
24
t:
.*
10
・18
A
宵
0
・
．
 

£：，
.
安
0
2
6

0
・

£：，
.
肯

？金

t:
.2
2*
29
 
ム
＊
。
。

t:
.*
14
 
。
。

£：，
.
脅
3
t
:
.
*
O
l
e
t
3
 

ム
£：，
.
女
2

t:
.1
3*
21
 
t:
.*
 

0
2
5
 

A
肯
25
。

t:
.9
*1
6 
。
。
。

t:
.1
2 

£:,. 
£：，
.
食3

£：
，.

~町
t
:
.
*
O
 
。

£:
,.
* 

£：，
.
／
脅
16
。

0
・
．
 

t:
.*
21
 
£:
,.
* 

女
O

安
0
2
6

£:,. 
安
25

ム
1
*
1
2
t
:
.
*
0
 
。

t:
.2
5 
ム，
t

0
・ 。

ム
16

t:
.*
5 
t』
＊
O

ム
合
29

*
O
 

£:
,.
* 

t
:
.
*
0
5
 
£：，
.
安
12

£:
,.
* 
。
ム

£：，
.
肯
2

£：，
.
／
貴
17

*
O
 

8
月
1,
2
日
9
月
5,
6
日
10
月
3.
4
日

t
:
.
*
O
 
t:.
*
O
 
。
。
。 ・29

t:
.*
31
 
t:.
*
0
 

0
・

。
。

食。
ム
女
19
A
安
O

。
。
。

。
£:,. 

£:,. 

£：，
.
台。
台。

安
0
1・29

A
合
21
t』
＊
食。

0
 

0
・

t:
.*
20
 
t』
4町。

。
0
・27

0
・

ム
＊
24

t:
.2
8 

t:
.*
18
 
*
O
 
．
 

ム
1*
0
1
1
£：，
.
肯
O

0
1
e
2
e
 

。
。
。

t:
.*
31
 
£:,.
*
 
。

。
。
。

。
0
・19
。

。
0
1・29

0
・

合
O
。
。

t:
.*
O・

D
.
*
 
。

0
1
e
2
e
 

。
。

t:,.
/
*
2
1
 
£：，
.食O

0
・

4町 。
。
。

t
:
.
*
O
 

£：，
.
食0
・
t
:
.
*
0・

A
女
31

*
 
。

t:
.*
17
 
£：，
.
肯
O

安
0
・

11
月
1.
7
日
12
月
5
.
6
8

。
0
・
．
 

食。
．
 

。
£:
,.
* 
t:
.*
 

安
0
・
0
・
0
・
．
 

A
世町
。
．
 
．
 

。 ．
 

0
・

0
・

0
・
．
 

。 ．
 ．
 

。
0
・

。 0・
．
 
．
 1月
9,
10
日
2
月
6,
7
日
3
月
5,
6
臼

t
:
.
*
O
 

．
 ．
 ．
 

A
世『
£:
,.
* 
A
女
O

ム
1
2
*
1
9

。
。
。

ム
12

．
 t:.13
合
16

黙
し
た
突
の
色

鳳 茶 薄
茶

商事
茶
薄
茶

縄 黒
（金
の
毛
）

赤 褐 黒
紫

赤 昔宇 灰
色

薄
茶 • 褐



°' ふ』

種
名

j立
~

4
月
4
,5
日
5
月
2,
3
臼
6
月
6
.7
日
7月
4
,5
日
8
月
1,
28
9
月
5
.6
日
10
月
3
,4
日
11
月
1,
7
日
12
月
5
,
6
8
1 月
9,
1
0
8
2
月
6,
7
日
3
月
5,
6
日

三
牙
平
事
手
ヲ
末
ス
ミ
レ
ス
ミ
レ

t:
,*
 

企
＊
3
0

ニ
ガ
イ
チ
ゴ
（セ
）

ハ
ゥ

t:,
 *
2
2
 

ー
ガ
キ

．
ガ
キ

L:
:.
29
 

ム，
t

。
ガ
ク
サ

シ
ソ

ム
9
宵
19
4与，
l
t
O

ー
ガ
ナ

＂＂＂つ
L:
:.
* 

シ
キ
ギ
相
殺

シ
キ
ギ

L:
:.
*2
2 
L:
:.
* 

。
。

。
。
1
e
2
e

0
・

．
 

．
 

-7
 

ユ
.IJ

t』
＊

ー
リ
ン
ソ
ウ
植
重
量
｛ヲ
）
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

L:
:.
*3
 

ー
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ

ア
ヤ
メ

L:
:.
12
脅
14
企
宵
O

安
0
・

す
0
・

*
 

ー
ワ
トコ

ス
イ
カ
ズ
フ

ム
合
1
0
2
2

。
0
・

L::.
1
*
1
6
 

ヌ
カ
キ
ビ

イ
ネ

ム
29
A
脅
0
・10

0
・

ヌ
ス
ビ
ト
J
、ギ

マ
メ

t己
責
17
L::.
食
。

育
O

。
．
 

ヌ
ル
デ

・~
）
ウ
ル
シ

t:.
 

L::.
／
脅
12

女
O

0
・

．
 

．
 

｜
ネ
コ
ハ
ギ

マ
メ

ム
ヲ
骨
3

。
｜示
ジ
パ
ナ

~
 
,., 
ゥ
ン

A
背
21
t:.
安

*
 

｜
ネ
ズ
ミ
ノ
オ

イ
ホ

L::
.21
 

L:
:.
*0
 

0
・

．
 

．
 

ネ
ズ
ミ
ム
ギ

イ
ネ

L::. 
女
0
2

．
 

｜朱
プ
ミ
モ
チ
樋
主
主
も
モ
ク
セ
イ

L:
:.
12
 

A
背
3

。
。

。
。

0
・

ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ

ヒ
ル
ガ
オ

合
0
2
9

合
O

0
・

．
 

l;j
瓦
ム
J
キ

マ
メ

A
目
安
26
L:
:.
*O
 

ノ
イ
J
f弓

ぞ＇；
I
 f
ラ

ゐ
22

L::.
／
合
自

。
。

。
。

0
1
•1

0
 
0
・

．
 

ノ
ガ
リ
ヤ
ス

イ＇＂
＇

L::.
*
 

。
．
 

ノ
カ
ン
ゾ
ウ

ニ）.
I

t:.
肯
25

ノ
グ
シ

で
τ司
a
d与
ヲ

L::.
I脅
18

育
0
・

ヲ骨
0
・15

A
甲骨

ノ
コ
ン
キ
ク
*:
I'
 
$，
ヲ

4己
責
2
0
4 与
す

*
O
 

．
 

．
 

．
 

ノ
サ
サ
ゲ

マ
メ

t:
.1
2 

ノ
ジ
ト
ラ
ノ
オ

場
ナ
ヴ
フ
ソ
ウ

t:.
脅
25
L:
:.
* 

責
O

。
。

．
 

ノ
シ
ラ
ン
I聞
机
緬
罰
.:J
.IJ
 

L::
.11
 

L::.
育

ノ
ダ
ケ

セ
t

t:.
世
r

*
O
 

0
・

ノ
ブ
ド
ウ

lブ
ド
ウ

L::.
12
 

ム
／
安
0
2
5
t
:
.
*
O
 
L:
:.
*O
 
L:
:.
*O
 
L::.
女
0
・

ノ
ミ
ノ
ツ
ヅ
リ

lナ
デ
シ
コ

ム
合
14

L::.
甲骨
O
t』
食
0
・

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
鐘
裁

ユ
キ
ノ
シ
タ

t:.
／
育
26

安
O

0
 

0
・

ハ
イ
メ
ド
ハ
ギ

マ
メ

L:
:.
* 

L:
:.
* 

．
 

J
、
キ
ダ
メ
ギ
ク

lキ
今

ム
世
r

L:
:.
* 

L:
:.
* 
．
 
L:
:.
*0
・
ム
安
0
・
L:
:.
* 

J
、コ
ネ
’
ツ
ギ

ス
イ
カ
ズ
ラ

6.
／
合
9
t
:
.
*
O
 

。
。

。
。
1
e
2
e

。
．
 

J
、コ
ペ
，同
オ
ズ
キ
fセ
）
｜
十
ス

6
.
*
12
 
ム
ヲ
骨
O

L::.
育
O
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横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

月別圏内鳥類出現率（2003年4月～2004年3月）
空白は0.0を示す．

No 科名 種名
出現率（%）

4月 5月 6月 フ月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
サギ アオサギ 7.7 3.6 3.8 7.4 4.0 

2 ガンカモ オシドリ 4.2 37.0 

3 ガンカモ カルガモ 3.8 4.0 
4 ワシタカ ハチクマ 4.2 

5 ワシタカ トピ 76.9 85.7 92.3 75.0 65.4 87.5 96.3 88.9 81.8 87.0 96.0 96.0 
6 ワシタカ オオタカ 3.8 4.2 7.4 18.2 4.0 4.0 
7 ワシタカ ツミ 3.7 4.5 
8 ワシタカ ／＼イタカ 13.6 12.0 
9 ワシタカ ノスリ 7.4 11.1 9.1 21.7 28.0 8.0 
10 ワシタカ サシパ 7.7 8.3 
11 ハヤブサ ハヤブサ 4.5 
12 ハヤブサ チゴハヤフ．サ 8.7 
13 J、ャブサ チョウゲンボウ 4.2 3.7 
14 キジ コジュケイ 84.6 92.9 92.3 89.3 76.9 45.8 59.3 37.0 72.7 43.5 76.0 96.0 
15 キジ キジ 69.2 67.9 23.1 28.6 26.9 41.7 44.4 3.7 13.6 13.0 4.0 28.0 
16 シギ ヤマシギ ． 4.5 
17 ／＼ト キジバト 84.6 92.9 92.3 82.1 76.9 70.8 85.2 85.2 90.9 95.7 96.0 100.0 
18 ホトトギス ホトトギス 53.6 88.5 57.1 
19 フクロウ フクロウ 7.7 7.1 3.8 3.6 11.5 3.7 8.0 
20 アマツバメ ヒメアマツJfメ 3.8 7.1 15.4 7.7 12.5 3.7 
21 アマツJfメ アマツバメ 3.7 
22 カワセミ カワセミ 15.4 32.1 19.2 21.4 30.8 20.8 22.2 29.6 22.7 43.5 40.0 32.0 
23 キツツキ アオゲフ 84.6 85.7 73.1 39.3 61.5 50.0 55.6 44.4 18.2 26.1 36.0 44.0 
24 キツツキ コゲフ 80.8 89.3 84.6 67.9 50.0 54.2 77.8 74.1 86.4 100.0 96.0 100.0 
25 ツJtメ ツ1＼メ 61.5 50.0 65.4 67.9 42.3 16.7 
26 ツ1＼メ イワツJfメ 3.8 7.1 15.4 32.1 7.7 4.2 
27 セキレイ キセキレイ 7.7 28.6 3.8 14.8 14.8 22.7 8.7 28.0 4.0 
28 セキレイ ／＼クセキレイ 15.4 17.9 7.7 14.3 3.7 9.1 13.0 4.0 
29 セキレイ ピンズイ 4.3 4.0 8.0 
30 ヒヨドリ ヒヨドリ 96.2 92.9 96.2 85.7 84.6 75.0 96.3 100.0 100.0 100.0 88.0 84.0 
31 モズ モズ 11.5 10.7 12.5 88.9 70.4 68.2 47.8 48.0 28.0 
32 イワヒJfリ カヤククリ 9.1 
33 ヒタキ ルリビタキ 18.2 13.0 12.0 4.0 
34 ヒタキ ジョウピタキ 14.8 63.0 40.9 17.4 8.0 4.0 
35 ヒタキ ノピタキ 11.1 
36 ヒタキ トフツグミ 3.7 4.5 8.7 12.0 
37 ヒタキ アカハフ 19.2 3.7 9.1 17.4 12.0 8.0 
38 ヒタキ シロハフ 15.4 3.6 7.4 27.3 73.9 72.0 40.0 
39 ヒタキ マミチヤジナイ 3.7 3.7 
40 ヒタキ ツグミ 42.3 25.9 22.7 17.4 68.0 60.0 
41 ヒタキ ヤブサメ 26.9 25.0 19.2 3.6 
42 ヒタキ ウクイス 100.0 100.0 100.0 96.4 80.8 16.7 66.7 74.1 68.2 95.7 88.0 96.0 
43 ヒタキ エゾムシクイ 11.5 
44 ヒタキ センダイムシクイ 23.1 21.4 11.5 
45 ヒタキ キビタキ 17.9 11.5 11.1 7.4 
46 ヒタキ オオルリ 19.2 21.4 42.3 4.2 
47 ヒタキ エゾピタキ 4.2 3.7 
48 エナガ エナガ 73.1 46.4 19.2 39.3 11.5 37.5 44.4 40.7 59.1 47.8 80.0 76.0 
49 シジュウカゥ コガヲ 3.8 
50 シジュウカフ ヤマガフ 92.3 92.9 92.3 75.0 53.8 62.5 70.4 59.3 45.5 43.5 76.0 92.0 
51 シジュウカフ シジュウカフ 100.0 100.0 100.0 92.9 84.6 87.5 92.6 92.6 100.0 100.0 100.0 100.0 
52 メジロ メジロ 92.3 96.4 96.2 96.4 100.0 79.2 77.8 88.9 95.5 100.0 88.0 100.0 
53 ホオジロ ホオジロ 65.4 78.6 88.5 89.3 57.7 29.2 44.4 74.1 90.9 87.0 84.0 92.0 
54 ホオジロ カシフダカ 4.5 8.0 
55 ホオジロ アオジ 50.0 74.1 90.9 100.0 100.0 80.0 
56 ホオジロ クロジ 4.5 4.3 12.0 4.0 
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No 科名 種名
出現 事~（%）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
57 アトリ iカワフヒワ 11.5 14.3 38.5 21.4 3.8 22.2 13.6 47.8 36.0 4.0 
58 アトリ マヒワ 15.4 13.0 48.0 48.0 
59 アトリ ベニマシコ 3.7 4.5 
60 アトリ ウソ 3.8 18.5 27.3 43.5 72.0 36.0 
61 アトリ イカlレ 4.5 4.0 
62 アトリ シメ 11.5 14.8 45.5 34.8 56.0 48.0 
63 ハタオリドリ スズメ 96.2 96.4 100.0 96.4 100.0 95.8 96.3 96.3 95.5 100.0 100.0 100.0 
64 ムクドリ ムクドリ 23.1 28.6 19.2 21.4 3.7 3.7 4.5 8.0 8.0 
65 カフス カケス 14.8 
66 カフス オナガ 3.6 
67 カフス J、シボソガフス 7.7 25.0 34.6 25.0 19.2 12.5 18.5 3.7 13.6 8.7 24.0 16.0 
68 カフス ハシブトガフス 92.3 92.9 96.2 96.4 96.2 100.0 92.6 96.3 100.0 95.7 96.0 96.0 
サギ サギSD. 3.8 
ガンカモ カモSD. 4.0 
ワシタカ タカSD. 4.3 
アマツバメ アマツバメSD. 3.6 4.2 
ツJtメ ツJfメso. 3.6 
セキレイ セキレイSD. 4.2 11. l 3.7 
ヒタキ ツグミso. 3.8 3.7 33.3 50.0 47.8 8.0 4.0 
｜示オジロ ｜ホオジロsp. . 3.7 
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・・投稿される方ヘ・．．

横浜自然観察の森では，レンジャー，ボランティア，研究者，大学生など多くの

人によって，各種の調査が行なわれています．そこで，日本野鳥の会レンジャーが

これらの結果を毎年調査報告書としてまとめ，調査活動，自然解説を行なう上での

資料として活用できるようにしています．つきましては，下記の要領で調査の報告

を提出して下さいますよう，お願いいたします．

・調査報告書の目的・横浜自然観察の森で行われているすべての調査活動・調査

項目・調査場所・調査者のリストアップと，調査により得られた情報の公開，共有．

・投稿内容・横浜自然観察の森または円海山緑地に関わる調査，および横浜自然観

察の森のボランティアが行った調査（他の場所でもOK）の活動報告とその結果．

生物や自然だけでなく，アンケート調査，自然解説の手法の効果測定なども対象

とします.2003年度の調査だけでなく，過去の調査の報告でもかまいません．

・形式・「かんたんな鵠舎」と「ぐわしい輯告」の2種類あります．どちらか一方

をお書き下さい．

・〆切田2005年 3月 15目

ご連絡ください．

・投稿先・問い合わせ連絡先・

当日が調査期間中等にあたり，提出が難しい方は，

横浜自然観察の森 〒247-0013 横浜市栄区上郷町 1562-1

TEL: 045-894-7474 FAX :045-894-8892 

E-mail: fujita.k@zb.wakwak.com 藤固まで （ご不明な点はお気軽に）

｜「かんたんな報告Jの書き方｜
1 .次ページの書式に沿って，書ける項目だけ記入して下さい．

2. 「調査者Jの棚には，必ず氏名を書き，氏名の後に（ ）で所属を書いて
下さい．

伊j：藤田 薫（横浜自然観察の森友の会・ヤマガラ大好きプロジェクト）

調査者が複数の時には，全員の氏名を書いて下さい．

3.図や表は「方法」や「結果Jの欄に切り貼りしても，最後にまとめて添付

されても構いません．

4. 原稿はプリントアウトしたものを送っていただくか，エクセルで入力した

ものを添付ファイルでお送り下さい．

－手書きの方は，紙が足りないときには，コピーして使って下さい．

・コンビュータ一等で自分で枠を作って打ち込む方は，A4縦置きで，上 3

cm，下 4cm，左右 2.5cmの余白をとってください．各項目の行数は，変

更して構いません．

－枠を自分で作らずにワープ口等で打ち込む方は，原稿を書式に切り貼りし

てください．
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横浜自然観察の森調査報告10(2004) 

調査名

調査者名（所属）

調査場所

調査自

調査開始 年 ． 次年度継続／終了 ． 終了予定 年

調査目的

調査方法
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調査結果

引用した本 ・文献
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｜「くわしい報告Jの書き方｜

1 .提出方法について

テキストファイル形式で原稿を保存したフロ ッピーディスクを郵送 していただ

くか，または，テキスト形式でメールをお送りください．

図は， A4サイズの用紙に書いて，郵送して下さい．編集の手間を省くため，図は，

本文の最後にまとめて載せますので，ご了承下さい．

2 .全体について
報告は，できる限り短く書いて下さい．図や表もできるだけ少なくします．

表よりは図で表現する方がょいと言われています．図であれば，一目で理

解できることも，表になると理解するのに時間がかかってしまうからです．

3 .構成について
( 1 ）タイトル／ 調査の内容についてわかるようなタイトルをつけます．

( 2 ）著者名と著者の所属・連絡先住所／

( 3 ）はじめに／ 観察や調査を行なった動機・目的を書きます．同じテーマ

で，過去に行われた調査では，どこまで明らかになっているかなども，こ

こに書きます．

( 4 ）調査地と調査方法／ 調査地について簡潔に書きます．調査地の環境に

ついては，報告のテーマに関係ないときには簡潔に，テーマに関係あると

きにはくっわし～く書きます．

調査期間として，何年の何月から何月まで観察したかを書き，合計観察

時間や日数も入れます．

調査方法としては，どのように調査したかを，他の人が，同じ方法で繰

り返し同じ調査ができる程度に詳しく書きます．

( 5 ）結果／ 自分の調査でわかったことを書きます．

( 6 ）考察／ 自分の結果から考えられる結論だけを書くようにします．自分

の調査でどうしてそう いう結果になったのかを，他の研究を引用しながら，

考察したり ，他の研究と結果を比較したりします．

( 7 ）謝辞／ 調査を手伝ってくださった方，調査計画をたてる時や論文を書

く時に相談にのってく れた方や， 助成金をもらっている場合は，どこから

もらったのかを明記し，謝辞をのべます．

( 8 ）要約／ 短くまとめて論文内容全体の紹介をする場所です．

自分の調査の結果どんなことがわかったのかをできるだけわかりやすく，

短くまとめます．

( 9 ）引用文献／ 報告の本文中で引用した文献を，すべて書きます．

雑誌の場合：著者名，発表年．論文表題．掲載雑誌、名巻号 ：ページ．

本の場合 ：著者名，発表年．表題．総ページ数，発行所，発行地．
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